
　

文
部
科
学
省
が
募
集
し
た
二

〇
一
〇
年
度
「
大
学
生
の
就
業

力
育
成
支
援
事
業
」
に
、
本
学

の
「
無
業
卒
業
と
早
期
離
職
を

低
減
す
る
支
援
体
制
構
築
」
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
さ
れ
た
。

　

文
部
科
学
省
が
学
生
の
卒
業

後
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
を

促
す
支
援
策
の
一
環
と
し
て
新

た
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
事
業
で
、

全
国
で
百
八
十
件
が
採
択
さ
れ
、

一
件
当
た
り
年
間
二
千
万
円
の

補
助
が
受
け
ら
れ
る
。 

　

採
択
さ
れ
た
本
学
の
「
無
業

卒
業
と
早
期
離
職
を
低
減
す
る

支
援
体
制
構
築
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
就
職
先
が
決
ま
ら
な
い
ま

ま
卒
業
す
る
学
生
や
、
就
職
し

て
も
す
ぐ
に
退
職
し
て
し
ま
う

早
期
離
職
者
を
減
ら
す
取
り
組

み
。
今
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
①
全
学
部

の
一
年
生
を
対
象
に
「
キ
ャ
リ

ア
形
成
講
座
」
を
開
講
、
②
就

職
活
動
期
の
学
生
を
内
定
の
有

無
な
ど
で
細
か
く
分
け
て
指
導
、

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
「
ス
テ
ー
ジ

別
就
職
活
動
支
援
情
報
配
信
シ

ス
テ
ム
」の
構
築
、③
就
職
決
定

後
の
四
年
生
を
対
象
と
す
る

「
就
業
前
社
会
人
基
礎
力
向
上

講
座
」
の
開
講
―
―
な
ど
の
施

策
を
柱
に
し
て
い
る
。 

　

文
科
省
で
は
、
各
大
学
の
教

育
改
革
を
促
す「
大
学
教
育
の

充
実（
Ｇ
Ｐ
）」の
施
策
を
展
開

し
て
お
り
、
「
就
業
力
育
成
支

援
事
業
（
就
業
力
Ｇ
Ｐ
）
」
は
、

「
大
学
教
育
・
学
生
支
援
事
業

（
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
）」
な
ど
に
続

き
、
新
た
に
学
生
の
就
職
支
援

に
焦
点
を
当
て
た
。

　

高
校
生
や
保
護
者
対
象
の
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、
七
月

十
七
、
十
八
日
に
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
九
月
十
九
日
に
豊

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
八

千
五
百
二
十
三
人
（
前
年
比
三

百
九
十
九
人
増
）
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
別

の
内
訳
は
、
名
古
屋
が
六
千
九

百
五
十
三
人
、
豊
田
が
千
五
百

七
十
人
。
保
護
者
の
参
加
も

年
々
増
え
、
千
六
百
三
人
（
前

年
比
百
七
十
五
人
増
、
内
数
）

が
来
場
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
キ

ャ
ン
パ
ス
を
開
放
し
、
高
校
生

ら
に
中
京
大
学
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
企
画
。
最
も
関
心
が

高
か
っ
た
の
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
学
習
支
援
体
制
を
中
心
と

し
た
各
学
部
の
説
明
会
で
、
延

べ
六
千
九
十
九
人
が
熱
心
に
メ

モ
を
と
り
な
が
ら
説
明
を
受
け

て
い
た
。
十
一
学
部
合
計
で
三

十
二
回
行
っ
た
模
擬
講
義
も
人

気
で
、
学
部
授
業
の
入
門
編
や

学
生
に
よ
る
研
究
発
表
、
身
近

な
話
題
・
問
題
を
取
り
上
げ
た

内
容
な
ど
、
二
千
六
百
四
十
八

人
が
様
々
な
分
野
の
講
義
を
楽

し
く
受
講
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
入
試
説
明
会
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
施
設
設
備
の
見
学
、
就

職
や
留
学
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン

ス
、
保
護
者
対
象
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
な
ど
、
大
学
選
び
や
大
学
生

活
に
対
す
る
不
安

解
消
の
一
助
に
な

る
よ
う
盛
り
沢
山

の
イ
ベ
ン
ト
が
用

意
さ
れ
た
。

　

来
春
、
開
設
す
る
ス
ポ
ー
ツ

科
学
部
へ
の
関
心
は
高
く
、
説

明
会
や
模
擬
講
義
、
相
談
コ
ー

ナ
ー
な
ど
に
四
千
十
九
人
が
会

場
に
詰
め
掛
け
た
。
遠
方
か
ら

の
来
場
者
も
多
く
見
受
け
ら
れ

た
。（

❻
面
に
関
連
記
事
を
掲
載
）

タイムスケジュールを確認し、次の会場
に向かう参加者豊田キャンパス

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ぎ
わ
う

本
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
採
択

文
科
省
の「
就
業
力
育
成
支
援
事
業
」

「
無
業
卒
業
と
早
期
離
職
を

低
減
す
る
支
援
体
制
構
築
」

今
年
度
か
ら
実
施

高校生・父母ら8,523人
学部説明会、模擬講義へ

就
職
や
留
学
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
も

高校生らでにぎわう「総合案内」のある
ガレリア名古屋キャンパス

❶
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
／
文
科
省

　

「
就
業
力
育
成
支
援
事
業
」
に
採
択

❷
附
属
中
京
高
生
に
学
部
授
業

❸
企
画
「
11
学
部
の
力
」
。
心
理
学
部

❹
❺
主
要
公
務
員
試
験
に
１
２
６
人
合
格

　

／
六
人
の
合
格
者
が
後
輩
に
助
言

❻
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
科

　

学
部
に
高
い
関
心
／
入
試
始
ま
る

❼
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｏ
ス
タ
ー
ト
／
法
実
践
プ

　

ロ
グ
ラ
ム
来
年
度
開
始

❽
第
４
回
金
山
ま
つ
り
／
文
化
会
講
演
会

❾
学
生
が
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
／
ふ
れ
あ
い

　

囲
碁
大
会

10
11
海
外
留
学
・
研
修
派
遣
総
数
５
０
０

　

人
突
破
へ
／
海
外
短
期
研
修
体
験
記

12
「
ベ
ビ
ロ
イ
ド
」、愛
知
県
支
援
事
業
に

13
科
研
費
補
助
金
の
新
規
採
択
22
件

14
公
開
講
座
（
太
田
治
子
さ
ん
、
益
戸
育

　

江
さ
ん
）
要
旨

15
千
葉
で
全
国
同
窓
会
開
催

16
水
泳
部
が
男
子
天
皇
杯
獲
得

中 京 大 学 広 報 2010年10月25日㈪（１） 第165号



　

本
学
と
附
属
中
京
高
校
の
高

大
連
携
教
育
の
一
環
と
し
て
、

九
月
三
、
六
―
八
の
四
日
間
、

本
学
教
員
に
よ
る
高
校
二
年
生

へ
の
授
業
が
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
た
。

　

高
校
と
大
学
の
連
携
を
強
化

し
て
よ
り
魅
力
あ
る
学
園
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
高
校

生
に
将
来
を
見
据
え
た
主
体
的

な
学
習
を
促
す
の
が
目
的
。
今

年
度
は
全
十
一
学
部
計
九
十
二

の
授
業
（
各
九
十
分
）
を
九
月

と
来
年
三
月
に
分
け
て
実
施
。

高
校
生
は
そ
れ
ぞ
れ
将
来
の
進

路
や
関
心
に
応
じ
て
、
四
学
部

の
授
業
を
計
十
六
回
受
け
る
。

　

九
月
に
は
、
「
マ
ク
ロ
経
済

学
入
門
」
「
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み

立
て
よ
う
」
「
心
理
学
と
は
ど

ん
な
学
問
か
」
な
ど
四
十
四
の

授
業
が
行
わ
れ
、
高
校
生
た
ち

は
こ
れ
か
ら
目
指
す
専
門
分
野

へ
の
勉
学
意
欲
を
高
め
た
。

　

高
大
連
携
は
高
校
の
附
属
校

化
（
九
五
年
）
に
伴
い
実
施
し

て
い
る
が
、
〇
九
年
度
か
ら
は

連
携
を
よ
り
強
め
た
新
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
転
換
。
学
部
授
業
の
ほ

か
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
演

会
、
学
部
学
科
ガ
イ
ダ
ン
ス
、

英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
海
外
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
連
携
教
育

を
実
施
。
進
学
コ
ー
ス
在
籍
生

徒
の
九
〇
％
が
本
学
に
進
学
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

本
学
は
、
名
古
屋
東
部
丘
陵

の
十
八
大
学
が
連
携
し
て
進
め

る
愛
知
県
の
「
生
態
系
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
モ
デ
ル
事
業
」
に

参
加
し
た
。
各
大
学
の
教
員
が

自
然
を
テ
ー
マ
に
講
演
す
る

「
リ
レ
ー
学
際
ト
ー
ク
」
が
三

回
開
催
さ
れ
、
十
月
九
日
の
第

三
回
学
際
ト
ー
ク
で
は
、
十
八

大
学
に
よ
る
「
自
然
と
共
生
す

る
街
づ
く
り
宣
言
」
が
採
択
さ

れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、「
海
上
の
森
」

（
愛
知
県
瀬
戸
市
）
か
ら「
東
山

の
森
」（
名
古
屋
市
）
に
至
る
東

部
丘
陵
に
立
地
す
る
大
学
が
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
な
ど
に
残
さ
れ

た
自
然
を
再
生
し
、
地
域
特
有

　

私
は
応
用
心
理
学
の
分
野

を
専
攻
し
て
お
り
、
主
に
交

通
心
理
に
つ
い
て
学
ん
で
い

る
。
心
理
学
と
い
っ
て
も
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ば
か
り
で
な

く
、
交
通
安
全
や
労
働
環
境

の
よ
う
な
心
理
学
と
は
一
見

無
関
係
な
分
野
に
取
り
組
む

こ
と
も
多
い
。

　

私
の
ゼ
ミ
で
は
学
外
か
ら

の
委
託
研
究
も
盛
ん
に
行
わ

れ
て
お
り
、
研
究
の
た
め
に

調
査
現
場
へ
赴
く
な
ど
身
体

を
動
か
し
て
学
ぶ
機
会
が
多

い
。
ま
た
、
調
査
結
果
は
外

部
の
機
関
に
発
表
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
各
自
が
緊
張

感
を
も
っ
て
真
剣
に
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

研
究
で
は
予
想
し
て
い
た

通
り
の
結
果
が
得
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
、
考
察
を
重
ね

る
た
び
に
新
し
い
疑
問
が
浮

か
ん
で
く
る
。
そ
れ
に
応
え

る
よ
う
に
各
自
が
探
究
心
を

も
っ
て
研
究
に
取
り
組
む
の

で
、
や
り
が
い
を
感
じ
な
が

ら
楽
し
ん
で
学
ん
で
い
る
。

の
生
態
系
の
復
元
を
目
指
し
て

い
る
。
愛
知
県
が
、
十
月
に
名

古
屋
市
で
開
か
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10

（
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締

約
国
会
議
）に
合
わ
せ
て
、
呼

び
か
け
た
。

　

名
古
屋
大
で
開
か
れ
た
第
三

回
学
際
ト
ー
ク
で
は
、
本
学
の

阿
部
英
樹
経
済
学
部
教
授
ら
八

大
学
の
研
究
者
が
、
自
然
再
生

へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
講
演
し

た
。

　

阿
部
教
授
は
、
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
に
隣
接
す
る
興
正
寺
の

歴
史
と
自
然
を
紹
介
。
興
正
寺

に
保
管
さ
れ
て
い
る
古
文
書

「
八
事
文
庫
」
の
分
析
か
ら
判

明
し
た
、
江
戸
時
代
の
植
生
な

ど
研
究
成
果
の
一
部
を
発
表
し

た
。開 設

学 生 数

卒業者数
教 員 数

2000年4月
（前身の文学部心理学科は1966年4月）
1年181人、2年162人、3年172人、4年205
人、合計720人　男女比 男：女＝36％（261
人）：64％（459人）〈2010年5月1日現在〉
1,339人（文学部心理学科との合算5,551人）
専任19人
（内訳：教授12人、准教授3人、助教4人）

「
本
学
部
は
、
心
理
学
の
柱
と

さ
れ
る
実
験
、
応
用
、
発
達
、

臨
床
の
四
領
域
に
専
任
教
員
を

各
四
人
（
臨
床
は
七
人
）
配
置

し
、
幅
広
い
領
域
を
し
っ
か
り

と
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展

開
し
て
い
る
」

「
心
理
学
部
卒
業
生
の
就
職
先

は
多
く
が
一
般
企
業
。
私
た
ち

教
員
は
心
理
学
を
実
践
の
場
で

生
か
せ
る
教
育
・
指
導
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。
学
ん
だ
知
識

を
商
品
企
画
や
広
告
、
人
事
、

安
全
対
策
な
ど
様
々
な
分
野
で

積
極
的
に
活
用
し
、
活
躍
し
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」

「
人
間
が
安
全
・
快
適
な
生
活

を
送
る
た
め
に
は
心
理
学
が
重

要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
企
業

側
に
説
明
し
、
就
職
へ
の
門
戸

拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
」

「
臨
床
心
理
士
を
目
指
す
学
生

は
卒
業
後
、
心
理
学
研
究
科
に

進
学
す
る
。
同
研
究
科
は
臨
床

心
理
士
の
合
格
者
を
毎
年
十
数

人
輩
出
し
て
い
る
」

　向井希宏心理学部長にインタビューし、
本学心理学部の特徴や心理学を学ぶ人への
メッセージなどを語ってもらった。

国
際
英
語
学
部
の
高
大
連
携
授
業

18
大
学
が
宣
言
を
採
択
し

た
第
３
回
学
際
ト
ー
ク

アンケート調査
をする加藤さん

心
理
学
部
の
デ
ー
タ

加藤　弘毅さん（４年）

探究とやりがい楽しむ

ゼミ生の声

「
安
全・快
適
な
生
活
の
た
め
に
」

総合的な教育
―実験・応用・発達・臨床―

附
属
中
京
高
生
に
学
部
授
業

名
古
屋
東
部
18
大
学

生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

向
井 

希
宏  

心
理
学
部
長

名古屋キャンパスで高大連携教育
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私
は
臨
床
心
理
学
を
専
攻

し
、
援
助
・
支
援
と
し
て
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
け
で
は

な
く
、
健
常
者
で
あ
れ
、
障

害
を
も
つ
人
で
あ
れ
、
私
た

ち
の
周
囲
に
い
る
人
々
を
理

解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
学
ん

で
い
る
。

　

ゼ
ミ
で
は
人
格
障
害
、
異

文
化
間
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
と
い
っ
た
自
分
の
興
味
関

心
の
あ
る
臨
床
心
理
学
的
テ

ー
マ
を
提
示
し
、
資
料
を
作

成
し
、
話
題
提
供
を
行
い
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て

い
る
。
本
年
度
は
タ
ー
ミ
ナ

ル
ケ
ア
に
関
す
る
ゼ
ミ
合
宿

を
実
施
し
、
そ
こ
で
は
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
瞑
想
、
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
な
ど
を
通
し
て
、

終
末
期
を
迎
え
た
方
々
の
語

り
を
聞
く
こ
と
を
体
験
し
た
。

　

人
の
心
と
い
う
も
の
は
目

に
見
え
な
い
も
の
で
あ
り
、

調
査
は
困
難
で
あ
る
が
、

日
々
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
通
じ
新
た
な
発
見
を
楽

し
み
な
が
ら
研
究
を
行
っ
て

い
る
。

　

本
学
心
理
学
部
は
二
〇
〇
〇

年
四
月
、
わ
が
国
初
の
心
理
学

　

本
学
は
人
文
科
学
系
、
社
会
科
学
系
、
自
然
科
学
系
な
ど
十
一
の
学
部
を
擁
し
、

多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
教
育
研
究
を
展
開
し
て
い
る
。
全
国
五
百
九
十
一
校
の
私
立

大
学
の
中
で
十
学
部
以
上
を
持
つ
大
学
は
十
三
大
学
。
本
学
は
九
番
目
に
学
部
数
が

多
く
、
こ
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
教
育
、
学
生
支
援
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。
今
号
か
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
や
学
生
へ
の
支
援
体
制
を
中
心
に
、
十

一
の
学
部
を
順
次
紹
介
し
て
い
く
。
初
回
は
開
設
十
年
の
心
理
学
部
。

部
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
こ
の

十
年
間
、
心
理
学
に
対
す
る
社

会
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

教
育
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

発
達
障
害
者
へ
の
支
援
や
う

つ
病
患
者
増
加
へ
の
対
応
、
高

齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
防

止
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
取
り

沙
汰
さ
れ
る
今
日
、
心
理
学
へ

の
期
待
は
益
々
高
ま
っ
て
い
る
。

本
学
は
心
理
学
の
教
育
研
究
を

一
九
六
六
年
、
心
理
学
部
の
前

身
で
あ
る
文
学
部
心
理
学
科
の

開
設
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
四
十
五
年
の
歴
史
の
中
で
、

病
院
や
学
校
臨
床
の
現
場
で
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
照
明
基
準

の
制
定
、
交
通
事
故
防
止
対
策

な
ど
種
々
の
成
果
を
挙
げ
、
教

育
界
、
医
療
界
、
産
業
界
等
と

強
い
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
た
。

　

心
理
学
部
は
こ
う
し
た
土
台

を
引
き
継
ぎ
、
文
学
部
心
理
学

科
を
改
組
・
転
換
し
て
誕
生
し

た
。
「
こ
こ
ろ
の
時
代
」
と
言

わ
れ
る
現
代
社
会
に
応
え
る
た

め
、
よ
り
充
実
し
た
教
育
研
究

体
制
を
敷
い
た
。
実
験
・
応

用
・
発
達
・
臨
床
心
理
学
の
四

領
域
を
カ
バ
ー
し
た
総
合
教
育

を
特
徴
と
し
、
複
雑
化
す
る
現

代
社
会
に
お
い
て
「
心
の
専
門

家
」
の
養
成
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｏ
Ｂ
･
Ｏ
Ｇ
は
国
公
私
立
大
学

の
教
員
や
警
察
庁
の
科
学
捜
査

研
究
所
研
究
員
な
ど
、
教
育
、

実
験
・
応
用
・
発
達
・
臨
床
の
四

領
域
を
統
合
し
た
総
合
一
貫

教
育
シ
ス
テ
ム

　

本
学
心
理
学
部
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
、
実
験
心
理
学
、
応
用

心
理
学
、
発
達
心
理
学
、
臨
床

心
理
学
の
四
領
域
を
柱
に
、
心

理
学
全
般
を
網
羅
し
た
教
育
体

制
が
特
徴
で
あ
る
。

　

一
、
二
年
次
に
は
各
領
域
の

基
礎
と
な
る
科
目
を
配
置
。
将

来
の
学
習
に
備
え
た
知
識
の
修

得
に
加
え
、
学
生
一
人
ひ
と
り

の
心
理
学
に
対
す
る
興
味
・
関

心
を
高
め
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

な
っ
て
い
る
。

　

三
、
四
年
次
に
は
四
領
域
か

ら
一
つ
を
選
択
し
、
専
門
性
を

高
め
る
と
と
も
に
、
興
味
や
関

心
を
具
体
的
な
探
究
心
へ
と
育

て
て
い
く
。
理
論
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
経
験
す
る
こ
と
を
通
し

て
学
習
す
る
実
習
や
、
研
究
の

た
め
の
手
法
を
学
ぶ
科
目
も
配

し
、
多
彩
な
心
理
学
の
専
門
家

を
養
成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

な
っ
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ

ラ
大
学
で
心
理
学
等
を
学
ぶ

（
心
理
学
海
外
演
習
）

　

心
理
学
部
在
学
中
に
海
外
へ

の
留
学
を
希
望
す
る
学
生
や
、

卒
業
後
、
海
外
の
大
学
や
大
学

院
に
進
学
を
希
望
す
る
学
生
の

た
め
に
、
選
択
科
目
「
心
理
学

海
外
演
習
」
（
秋
学
期
、
二
単

位
）
を
開
講
し
て
い
る
。

　

履
修
を
希
望
す
る
学
生
は
半

年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ラ

大
学
に
四
週
間
留
学
し
、
ス
ポ

ー
ツ
心
理
学
、
健
康
心
理
学
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
専
門

科
目
を
受
講
す
る
ほ
か
、
心
理

関
係
の
職
場
見
学
な
ど
も
行
う
。

講
師
は
心
理
学
を
専
門
職
と
し
、

外
国
人
に
英
語
を
教
え
る
資
格

も
持
っ
た
教
員
が
担
当
す
る
。

見
学
や
実
習
を
通
し
て
心
理

学
を
学
ぶ（
応
用
心
理
学
実

習
）

　

産
業
社
会
の
高
度
化
、
複
雑

化
、
生
活
の
多
様
化
に
よ
り
、

私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く
変
化

し
、
心
理
学
の
研
究
対
象
領
域

も
多
面
的
な
広
が
り
を
み
せ
て

い
る
。

　

心
理
学
部
で
は
、
応
用
心
理

学
以
外
の
領
域
に
所
属
し
て
い

る
学
生
も
履
修
で
き
る
科
目

「
応
用
心
理
学
実
習
」
を
開
講
。

工
場
見
学
や
環
境
計
測
の
実
習
、

二
泊
三
日
の
船
舶
研
修
（
操
船

に
お
け
る
乗
組
員
の
組
織
的
な

活
動
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、

海
上
交
通
の
ル
ー
ル
等
を
学

ぶ
）
を
通
し
て
、
応
用
心
理
学

の
知
見
か
ら
実
践
的
に
理
解
し

て
い
く
能
力
を
養
う
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

医
療
、
産

業
界
の
各
方
面
で
活
躍
し
て
い

る
。

●実験心理学領域＝知覚・認
知・学習・記憶など、人間の心
と行動の基本的な機能とそ
のメカニズムを科学的に解明
する。

●応用心理学領域＝産業場
面や日常生活における人間
の行動を観察・調査し、実験
を重ねることで、社会に役立
つ技術、快適性、安全性を追
究する。

●発達心理学領域＝周囲か
らの影響を受け、人の心が質
的に変化する様子を実証的
データに基づいて検証し、心
の発達の保障を追究する。

●臨床心理学領域＝悩み・不
適応・行動上の問題等、人々が
抱える心の病のメカニズムを
解明し、その人たちに対するカ
ウンセリングの技術を学ぶ。

実験心理学
記憶・言語
認知

感覚・知覚
学習・行動

応用心理学
産業心理
交通心理
環境心理
人間工学

発達心理学
行動の発生
子どもの発達
生涯発達

臨床心理学
人格理論
地域援助
心理療法

心理学

学
部
の

11

大多

力

ゼミではテーマを提示し、
活発にディスカッション 臨床で理解することを学ぶ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
大
き
な
特
徴

「
こ
こ
ろ
の
時
代
」専
門
家
づ
く
り

心理学部  2000年に日本初開設

ゼミ生の声
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私
が
公
務
員
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
海
外
へ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
き
、

日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
強
く
感
じ
た
こ
と
で

す
。
日
本
と
外
国
の
制
度
や
文

化
の
違
い
に
直
に
肌
で
触
れ
る

こ
と
で
、
日
本
人
と
し
て
も
っ

と
日
本
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

一
次
試
験
の
対
策
は
、
資
格

セ
ン
タ
ー
の
講
座
を
受
講
し
、

進
度
に
沿
っ
て
復
習
し
つ
つ
、

過
去
問
を
飽
き
る
ほ
ど
繰
り
返

し
解
き
ま
し
た
。
公
務
員
試
験

は
科
目
数
が
膨
大
な
の
で
、
自

分
の
得
意
・
不
得
意
科
目
を
見

極
め
な
が
ら
、
得
意
な
科
目
は

伸
ば
し
つ
つ
、
苦
手
分
野
を
地

道
に
潰
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
次
の
筆
記
試
験
の
勉
強
も

も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
二
次

試
験
も
視
野
に
入
れ
て
、
自
身

の
人
間
性
に
幅
を
持
た
せ
て
お

く
こ
と
も
必
要
で
す
。
勉
強
の

合
間
を
縫
っ
て
ア
ル
バ
イ
ト
や

サ
ー
ク
ル
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
た

り
、
新
聞
な
ど
を
通
し
て
様
々

な
社
会
問
題
へ
の
ア
ン
テ
ナ
を

高
く
張
り
巡
ら
せ
て
お
け
ば
、

二
次
試
験
直
前
に
な
っ
て
も
焦

る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
。

　

勉
強
は
長
丁
場
と
な
る
の
で
、

こ
う
し
た
こ
と
は
、
良
い
息
抜

き
や
気
分
転
換
、
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
維
持
に
も
な
り
ま
す
。
そ

れ
で
も
時
に
は
壁
に
当
た
り
、

勉
強
が
手
に
付
か
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
時
は

講
座
の
仲
間
や
資
格
セ
ン
タ
ー

の
方
に
相
談
し
、
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

経
済
が
低
迷
を
続
け
る
中
、

公
務
員
試
験
の
受
験
者
は
さ
ら

に
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
恵

ま
れ
た
授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

自
習
室
の
弘
道
塾
を
始
め
と
す

る
設
備
、
面
接
対
策
な
ど
の
資

格
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
を
フ

ル
に
活
用
す
れ
ば
、
必
ず
良
い

結
果
が
出
る
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
の
役
に
立
つ
仕
事
に
就

き
た
い
と
い
う
思
い
と
、国
民

と
の
間
に
信
頼
を
構
築
し
、ど

う
応
え
て
い
く
か
を
考
え
、実

行
し
て
い
く
こ
と
に
や
り
が
い

　

景
気
の
停
滞
で
公
務
員
試
験
に
挑
戦
す
る
学

生
が
増
え
て
き
た
。
一
方
、
試
験
の
合
格
者
数

は
、
国
も
地
方
も
軒
並
み
ダ
ウ
ン
。
公
務
員
へ

の
道
は
益
々
狭
く
な
っ
て
い
る
。

　

本
学
の
主
要
公
務
員
試
験
の
合
格
者
数
は
五

ペ
ー
ジ
の
詳
報
の
通
り
で
、
今
年
度
も
、
「
公

務
員
試
験
に
強
い
中
京
大
学
」
を
証
明
し
た
。

　

資
格
セ
ン
タ
ー
が
学
内
で
開
講
し
て
い
る
公

務
員
試
験
対
策
講
座
を
受
講
し
、
復
習
を
繰
り

返
し
て
目
的
を
達
成
し
た
四
年
生
た
ち
は
「
自

分
の
力
を
信
じ
て
頑
張
る
こ
と
が
大
事
。
最
後

ま
で
諦
め
ず
に
」
と
、
こ
れ
か
ら
公
務
員
試
験

に
挑
む
後
輩
の
学
生
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て

い
る
。

を
感
じ
、公
務
員
を
目
指
し
ま

し
た
。

　

試
験
対
策
は
、
大
学
指
定
の

過
去
問
を
繰
り
返
し
解
く
こ
と

を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。
解
説

に
も
必
ず
目
を
通
し
、
六
法
や

地
図
帳
、
資
料
集
な
ど
を
用
い

て
周
辺
知
識
を
一
緒
に
学
び
、

正
確
な
理
解
、
記
憶
の
徹
底
に

努
め
ま
し
た
。

　

無
駄
な
く
集
中
し
て
勉
強
す

る
た
め
に
も
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ

　

大
学
に
進
学
す
る
と
同
時
に

社
会
の
た
め
に
働
き
た
い
と
の

思
い
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
私
が
公
務
員
を
志
望
し
た

動
機
は
国
民
の
生
活
基
盤
を
支

え
る
公
務
員
の
仕
事
に
魅
力
を

感
じ
た
た
め
で
す
。

　

受
験
勉
強
は
、
資
格
セ
ン
タ

ー
主
催
の
対
策
講
座
の
講
義
に

は
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、

す
べ
て
出
席
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
講
義
の
後
は
問
題
集
で

復
習
を
し
ま
し
た
。
間
違
え
た

問
題
だ
け
を
分
か
る
よ
う
に
し

て
お
き
、
繰
り
返
し
取
り
組
む

こ
と
で
弱
点
を
克
服
す
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
高
校
で
使
っ
た

地
図
帳
や
資
料
集
も
理
解
の
手

助
け
に
な
る
の
で
積
極
的
に
利

用
し
ま
し
た
。
自
習
室
の
弘
道

塾
は
個
人
ブ
ー
ス
が
あ
っ
て
、

勉
強
の
環
境
と
し
て
は
最
適
で

し
た
。
公
務
員
試
験
は
科
目
が

非
常
に
多
い
た
め
、
苦
手
科
目

を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
勉
強
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

本
試
験
直
前
の
模
試
で
は
自

　

社
会
に
貢
献
で
き
る
仕
事
が

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
公
務

員
を
目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
、

育
児
等
と
の
両
立
な
ど
、
公
務

員
は
女
性
に
と
っ
て
働
き
や
す

い
職
場
で
あ
る
こ
と
も
魅
力
的

で
し
た
。

　

受
験
勉
強
は
、
学
内
開
講
の

対
策
講
座
の
授
業
に
欠
か
さ
ず

出
席
し
、
授
業
内
で
出
来
る
限

り
勉
強
内
容
を
覚
え
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

有
効
に
時
間
を
活
用
で
き
、
自

由
に
使
え
る
時
間
も
充
分
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
次
試
験
対
策
と
し
て
は
、

対
策
講
座
で
配
布
さ
れ
た
過
去

問
を
繰
り
返
し
解
き
ま
し
た
。

何
度
も
反
復
す
る
こ
と
で
知
識

が
定
着
す
る
と
考
え
た
の
で
、

講
座
で
配
布
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト

以
外
は
使
用
す
る
こ
と
な
く
勉

強
し
ま
し
た
。

　

一
次
試
験
終
了
後
は
、
二
次

試
験
対
策
と
し
て
面
接
カ
ー
ド

の
推
敲
や
、
面
接
対
策
に
取
り

組
み
ま
し
た
が
、
自
己
分
析
を

十
分
に
行
え
て
い
な
か
っ
た
せ

い
も
あ
り
、
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
い
か
ず
苦
労
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
は
、
資
格
セ
ン
タ
ー

の
職
員
の
方
や
、
友
人
が
力
に

な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
周
り
の

人
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

公
務
員
を
目
指
す
上
で
、
本

学
の
公
務
員
講
座
は
大
変
素　

け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
勉
強
し
た
く
な
い
日
は
無

理
を
せ
ず
一
日
遊
ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

勉
強
は
究
極
に
は
一
人
で
す

る
も
の
で
す
が
、
仲
間
と
競
い
、

助
け
合
っ
て
乗
り
越
え
る
も
の

だ
と
も
思
い
ま
す
。
悩
み
や
不

安
が
生
じ
た
時
も
、
講
師
や
職

員
の
方
々
、
友
人
に
励
ま
さ
れ
、

最
後
ま
で
諦
め
ず
に
頑
張
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
内
で
の
説
明
会
や

先
輩
の
話
を
聞
く
機
会
を
活
用

し
、
公
務
員
に
な
り
た
い
と
決

心
し
た
気
持
ち
を
思
い
出
し
、

自
分
の
将
来
像
を
描
く
の
も
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

公
務
員
試
験
の
勉
強
は
一
年

以
上
に
及
ぶ
長
丁
場
な
の
で
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る

の
は
大
変
で
す
が
、
合
格
す
れ

ば
そ
れ
ま
で
の
苦
労
を
忘
れ
る

ほ
ど
の
嬉
し
さ
と
達
成
感
を
味

わ
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
れ

か
ら
公
務
員
に
挑
戦
す
る
後
輩

の
皆
さ
ん
も
、
仲
間
と
励
ま
し

合
い
、
公
務
員
対
策
講
座
、
資

格
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方
々
、

そ
し
て
自
分
の
力
を
信
じ
て
、

最
後
ま
で
勉
強
を
続
け
、
合
格

を
勝
ち
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

分
の
思
い
通
り
の
結
果
が
出
な

い
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

と
き
は
、
自
分
の
勉
強
ス
タ
イ

ル
の
悪
い
点
を
探
し
て
次
の
模

試
ま
で
に
修
正
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

　

長
期
間
勉
強
し
て
い
る
と
勉

強
が
手
に
つ
か
な
く
な
る
と
き

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、

勉
強
し
な
い
日
を
決
め
て
身
体

を
動
か
し
た
り
、
映
画
を
観
た

り
、
友
人
と
雑
談
す
る
こ
と
で

気
分
転
換
を
図
り
ま
し
た
。

　

公
務
員
試
験
を
目
指
す
後
輩

の
皆
さ
ん
。
公
務
員
の
試
験
勉

強
は
長
丁
場
で
辛
い
時
期
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
志
を
共
に

す
る
友
人
と
切
磋
琢
磨
し
、
自

分
の
力
を
伸
ば
せ
る
環
境
が
、

本
学
の
公
務
員
講
座
に
は
あ
り

ま
す
。
自
分
の
力
を
信
じ
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
繰
り
返
し
過
去
問
解
き

苦
手
分
野
地
道
に
潰
す
」

国
家
Ⅰ
種・国
家
Ⅱ
種・国
税
専
門
官・

裁
判
所
事
務
官・愛
知
県　

合
格

　
　
　

  
（
進
路
先…

国
税
専
門
官
）

澤
田　
　

諒

総
合
政
策
学
部

総
合
政
策
学
科
４
年

「
六
法
や
資
料
集
も
用
い

正
確
な
理
解
と
記
憶
を
」

国
家
Ⅰ
種・国
家
Ⅱ
種・国
税
専
門
官・

裁
判
所
事
務
官・愛
知
県　

合
格

　
　
　
　
　

 

（
進
路
先…

愛
知
県
）

水
野　

友
望

法
学
部
法
律
学
科
４
年

「
本
学
学
習
環
境
は
最
適

友
人
と
も
切
磋
琢
磨
を
」

国
家
Ⅰ
種・国
税
専
門
官・

裁
判
所
事
務
官　
　
　
　

合
格

　
　

 

（
進
路
先…

裁
判
所
事
務
官
）

大
石　

研
吾

法
学
部
法
律
学
科
４
年

「
対
策
講
座
休
ま
ず
出
席

対
面
接
へ
自
己
分
析
も
」

国
税
専
門
官・裁
判
所
事
務
官・

愛
知
県　
　
　
　
　
　

合
格

　
　
　
　
　

 

（
進
路
先…

愛
知
県
）

松
本 

麻
菜
実

法
学
部
法
律
学
科
４
年

公
務
員
試
験
合
格
の
６
人  

後
輩
を
激
励

自
分
の
力
信
じ
て
挑
戦
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私
は
個
々
の
利
益
の
追
求
よ

り
も
社
会
全
体
を
発
展
さ
せ
る

と
い
う
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て

公
務
員
を
目
指
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

試
験
対
策
は
、
資
格
セ
ン
タ

ー
主
催
の
講
座
に
欠
か
さ
ず
出

席
す
る
よ
う
に
し
、
そ
の
日
の

内
容
は
そ
の
日
の
う
ち
に
必
ず

一
度
は
復
習
す
る
こ
と
の
繰
り

返
し
を
基
本
に
し
ま
し
た
。
自

主
学
習
は
、
自
習
室
の
弘
道
塾

に
毎
日
二
十
二
時
ま
で
残
っ
て

勉
強
し
、
帰
宅
後
は
体
を
休
め

る
こ
と
に
専
念
し
て
、
メ
リ
ハ

リ
を
意
識
し
た
生
活
を
送
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　

人
に
よ
っ
て
復
習
の
方
法
は

違
う
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
毎

日
全
て
の
科
目
を
少
し
ず
つ
復

習
す
る
と
い
う
形
を
と
り
ま
し

た
。
本
試
験
を
意
識
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
試
験
種
の
出
題
数
を
毎

日
こ
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ペ

ー
ス
配
分
や
苦
手
分
野
を
知
る

こ
と
に
役
立
て
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

公
務
員
試
験
の
対
策
は
一
年

以
上
に
わ
た
る
長
丁
場
な
の
で

壁
に
ぶ
ち
当
た
る
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
私
も
成
績
が
思

う
よ
う
に
伸
び
ず
、
悩
ん
だ
時

期
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時

は
資
格
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方
、

講
座
の
先
生
、
先
輩
、
友
人
に

相
談
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
い
て
自
分
を
も
う
一
度
見
つ

め
直
し
前
進
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

後
輩
の
皆
さ
ん
、
自
習
室
の

弘
道
塾
を
積
極
的
に
利
用
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
弘
道

塾
に
は
高
い
志
を
持
っ
た
仲
間

が
集
ま
り
ま
す
。
や
る
気
の
出

な
い
時
に
も
弘
道
塾
に
行
け
ば
、

必
死
に
勉
強
し
て
い
る
仲
間
が

い
る
の
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
に
も
な
る
は
ず
で
す
。

仲
間
と
競
い
、
励
ま
し
合
う
こ

と
で
き
っ
と
よ
い
方
向
に
向
か

う
は
ず
で
す
。

　

私
は
母
の
勧
め
で
高
校
生
の

時
に
公
務
員
に
な
る
こ
と
を
考

え
始
め
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
公

務
員
が
安
定
し
た
仕
事
で
あ
る

番
い
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
場

合
、
勉
強
で
結
果
が
出
る
こ
と

が
自
信
に
繋
が
っ
て
い
た
か
ら

で
す
。
し
か
し
自
信
を
失
く
し
、

勉
強
も
し
た
く
な
い
時
は
、
一

日
だ
け
勉
強
を
や
め
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
そ
の
一
日
は
好
き

な
こ
と
を
し
ま
す
。
す
る
と
だ

ん
だ
ん
不
安
に
な
っ
て
勉
強
し

た
く
な
っ
て
き
ま
す
。
次
の
日

か
ら
は
勉
強
す
る
気
が
戻
り
、

集
中
し
て
勉
強
が
で
き
ま
し
た
。 　

私
が
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
友
達
が
い
た
か
ら
で
す
。

初
め
は
元
々
の
友
達
と
だ
け
一

緒
に
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
新

し
い
友
達
が
で
き
、
講
座
に
出

る
の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

話
を
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
り
、

ラ
イ
バ
ル
と
し
て
競
っ
た
り
と
、

友
達
は
と
て
も
大
切
な
存
在
で

す
。
後
輩
の
皆
さ
ん
も
友
達
と

最
後
ま
で
楽
し
く
勉
強
を
続
け

て
く
だ
さ
い
。

こ
と
が
魅
力
で
し
た
が
、
次
第

に
公
務
員
の
仕
事
自
体
に
魅
力

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
本
気

で
公
務
員
に
な
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。

　

勉
強
は
資
格
セ
ン
タ
ー
主
催

の
対
策
講
座
に
必
ず
出
る
こ
と

を
心
が
け
ま
し
た
。
私
は
一
人

で
机
に
向
か
う
よ
り
、
講
座
で

覚
え
る
方
が
あ
っ
て
い
た
か
ら

で
す
。
講
座
で
は
全
て
覚
え
る

つ
も
り
で
話
を
聞
き
ま
し
た
。

先
生
方
の
口
頭
で
の
説
明
も
ノ

ー
ト
に
書
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
時
間
が
経
つ
と
少
し

ず
つ
忘
れ
る
の
で
、
復
習
に
も

力
を
入
れ
ま
し
た
。
弘
道
塾
の

試
験
や
模
試
を
利
用
し
て
、
忘

れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
重
点
的
に

復
習
し
ま
し
た
。

　

長
く
勉
強
し
て
い
る
と
、
自

信
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
時
は
勉
強
が
一

　

晴
ら
し
い
環
境
だ
と
思
い
ま

す
。
学
内
の
講
座
を
受
講
す
る

だ
け
で
、
公
務
員
試
験
の
対
策

が
で
き
る
大
学
は
そ
う
そ
う
あ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後

輩
の
皆
さ
ん
も
恵
ま
れ
た
環
境

を
活
か
し
、
同
じ
目
標
を
持
つ

仲
間
と
支
え
合
い
、
切
磋
琢
磨

し
合
い
な
が
ら
合
格
に
向
け
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に

働
く
こ
と
が
で
き
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
〇
年
度
主
要
公
務
員

採
用
試
験
（
国
家
Ⅰ
種
、
国
家

Ⅱ
種
、
国
税
専
門
官
、
地
方
上

級
職
、
裁
判
所
事
務
官
な
ど
）

の
結
果
発
表
が
行
わ
れ
、
本
学

学
生
の
合
格
者
数
が
ほ
ぼ
わ
か

っ
た
。
現
役
合
格
者
数
は
、
百

二
十
六
人
（
十
月
一
日
現
在
）

と
、
昨
年
度
（
百
十
三
人
）
に

比
べ
十
三
人
増
と
な
り
、
公
務

員
試
験
で
着
実
に
成
果
を
挙
げ

て
い
る
。

　

本
学
資
格
セ
ン
タ
ー
が
人
事

院
な
ど
の
発
表
を
基
に
集
計
し

た
結
果
、
最
も
難
関
と
さ
れ
る

国
家
Ⅰ
種
（
法
文
系
）
に
は
、

昨
年
に
続
き
三
人
が
合
格
し
た
。

現
役
合
格
者
を
輩
出
し
た
の
は

五
年
連
続
と
な
る
。
東
海
地
方

の
私
立
大
学
で
は
、
昨
年
の
四

年
連
続
合
格
が
初
め
て
だ
っ
た

が
、
こ
の
記
録
を
さ
ら
に
伸
ば

し
た
。

　

国
家
Ⅱ
種
（
行
政
職
）
の
現

役
合
格
者
は
、
三
十
一
人
（
昨

年
度
三
十
八
人
）
だ
っ
た
。
人

事
院
が
発
表
し
た
既
卒
者
を
含

む
大
学
別
の
合
格
者
数
に
よ
る

と
、
本
学
の
合
格
者
三
十
八
人

は
、
東
海
地
方
の
大
学
の
中
で

は
、
名
古
屋
大
（
七
十
人
）
に

続
き
、
名
古
屋
市
立
大
学
と
並

ん
で
二
位
だ
っ
た
。

　

国
家
公
務
員
の
採
用
枠
が
減

ら
さ
れ
る
中
で
、
国
家
Ⅰ
種
、

国
家
Ⅱ
種
と
も
に
前
年
並
み
の

合
格
者
数
は
、
学
生
の
健
闘
ぶ

り
を
示
し
て
い
る
。

　

地
方
上
級
職
等
に
は
、
四
十

人
が
現
役
合
格
し
、
昨
年
の
二

十
九
人
を
大
幅
に

上
回
る
成
果
を
上

げ
た
。
自
治
体
別
で
は
、
愛
知

県
が
十
九
人
と
昨
年
（
九
人
）

よ
り
倍
増
し
、
東
京
都
特
別
区

が
九
人
（
昨
年
七
人
）
に
増
え
、

名
古
屋
市
四
人
、
静
岡
県
、
浜

松
市
が
各
三
人
、
東
京
都
と
福

井
県
が
各
一
人
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
裁
判
所
事
務
官
は
十

三
人
が
現
役
合
格
し
、
昨
年
の

三
人
か
ら
飛
躍
的
に
増
え
た
。

国
税
専
門
官
は
三
十
九
人
が
合

格
し
、
昨
年
（
四
十
人
）
並
み

　

一
〇
年
度
新
司
法
試
験
の
結

果
が
九
月
九
日
に
法
務
省
か
ら

発
表
さ
れ
た
。
本
学
大
学
院
法

務
研
究
科
（
法
科
大
学
院
）
か

ら
六
人
が
合
格
し
た
。

　

今
回
の
試
験
に
は
本
学
か
ら

五
十
六
人
が
出
願
し
、
四
十
二

人
が
受
験
。
短
答
式
試
験
に
は

三
十
人
が
合
格
し
て
い
た
。
最

終
合
格
者
六
人
の
内
訳
は
男

性
四
人
、
女
性
二
人
。
今
年

三
月
修
了
生
四
人
、
一
期
生
、

二
期
生
各
一
人
だ
っ
た
。
平

均
年
齢
は
三
十
・
二
歳
。
四

人
が
社
会
人
経
験
者
。
出
身

学
部
は
法
学
部
四
人
、
経
済

学
部
、
工
学
部
各
一
人
だ
っ

た
。

　

資
格
セ
ン
タ
ー
の
元
職
員
に

よ
る
不
祥
事
で
は
学
生
、
保
護

者
、
同
窓
生
を
始
め
、
関
係
者

の
皆
様
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
た
。
改
め
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
学
は
今
回
の
不
祥
事
を
大

変
重
く
受
け
止
め
、
二
度
と
こ

う
し
た
問
題
が
起
き
な
い
よ
う
、

資
金
の
管
理
、
予
算
執
行
の
体

制
等
に
つ
い
て
総
点
検
し
、
内

部
統
制
等
の
強
化
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
元
職
員
を
横
領
罪
で

告
訴
す
る
と
と
も
に
、
学
内
に

外
部
委
員
を
含
め
た
調
査
委
員

会
の
設
置
を
決
め
ま
し
た
。

　

資
格
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い

る
公
務
員
や
各
種
国
家
資
格
試

験
の
対
策
講
座
は
本
年
度
も
大

き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
入

れ
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

だ
っ
た
。

　

公
務
員
資
格
対
策
講
座
を
開

講
し
て
い
る
資
格
セ
ン
タ
ー
で

は
「
国
家
公
務
員
の
採
用
が
抑

制
さ
れ
て
き
た
た
め
、
地
方
公

務
員
を
目
指
す
学
生
が
増
え
、

地
元
志
向
が
強
ま
っ
て
い
る
」

と
話
し
て
い
る
。◆

主要公務員試験合格者数の推移　（人）

06年度 07年度 08年度 10年度

1 3 2 33
11 28 34 31
14 28 29 39
11 21 19 40
0 4 8 133
37 84 92 126

09年度

38
40
29

113

国家Ⅰ種
国家Ⅱ種
国税専門官
地方上級職等
裁判所事務官

合計

※資格センターの公務員講座を受講した現役学生のみを集計

「
友
と
競
い
、
話
し
合
い

最
後
ま
で
勉
強
楽
し
く
」

国
家
Ⅱ
種・国
税
専
門
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
格

　
　
　

 

（
進
路
先…

国
税
専
門
官
）

山
本　

若
菜

法
学
部
法
律
学
科
４
年

「
悩
み
は
先
輩
ら
に
相
談

ア
ド
バ
イ
ス
受
け
前
進
」

国
税
専
門
官・愛
知
県・

東
京
都
特
別
区　
　
　
　
　

合
格

　
　
　
　
　

 
（
進
路
先…

愛
知
県
）

稲
田　

修
治

経
済
学
部
経
済
学
科
４
年

不
祥
事
の

お
詫
び
と
決
意

新
司
法
試
験
は
６
人
合
格

主
要
公
務
員
試
験  

順
調
な
成
果

10
月
１
日
現
在

現役合格126人
国家Ⅰ種合　

　格は5年連続
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本
学
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
を

来
春
に
開
設
し
、
科
学
的
素
養

と
高
い
自
己
管
理
力
や
社
会
適

応
力
を
併
せ
も
つ
ス
ポ
ー
ツ
パ

ー
ソ
ン
の
育
成
を
目
指
し
て
い

く
。

　

七
月
十
七
、
十
八
日
（
名
古

屋
）、
九
月
十
九
日（
豊
田
）の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
へ
の
関
心
が

　

本
学
の
二
〇
一
一
年
度
入
試

は
十
月
九
、
十
六
日
、
総
合
政

策
・
国
際
英
語
・
情
報
理
工
学

部
の
Ａ
Ｏ
入
試
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　

十
一
月
に
は
推
薦
入
試（
公
募

制
一
般
、特
Ⅰ
＝
一
芸
一
能
、
特

Ⅲ
＝
専
門
高
校
特
別
）が
、
十
二

月
に
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
推

薦
入
試（
実
技
型
）と
ア
ス
リ
ー

ト
Ａ
０
選
抜
が
実
施
さ
れ
る
。

　

メ
ー
ン
と
な
る
二
月
の
一
般

入
試
と
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
の
結
果
で
合
否
判
定
を
行

う
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
は

願
書
受
け
付
け
が
一
月
七
日
か

ら
。
日
程
は
上
表
の
通
り
。

高
く
、
同
学
部
関
連
イ
ベ
ン
ト

に
四
千
十
九
人
（
三
日
間
計
）

の
高
校
生
や
保
護
者
が
詰
め
掛

け
た
。

　

特
に
人
気
が
高
か
っ
た
模
擬

講
義
は
「
体
育
教
師
と
コ
ー
チ

〜
何
が
違
う
の
だ
ろ
う
か
〜
」

「
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
入
門
」「
ス

ポ
ー
ツ
科
学
入
門
〜
一
流
ス
ポ

ー
ツ
選
手
の
強
さ
の
秘
密
〜
」

な
ど
の
テ
ー
マ
で
計
九
回
行
わ

れ
、
高
校
生
ら
は
興
味
深
く
、

熱
心
に
聴
講
し
て
い
た
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
教
育
の
特
徴
等
を

説
明
す
る
学
部
説
明
会
や
、
各

種
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
バ
イ
オ
メ

カ
ニ
ク
ス
実
験
な
ど
も
盛
況
だ

っ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
が
設
置
さ

れ
る
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
実

施
当
日
は
、
体
育
系
ク
ラ
ブ
が

通
常
通
り
活
動
し
て
お
り
、
入

部
を
希
望
し
て
い
る
高
校
生
ら

が
練
習
内
容
の
ほ
か
、
全
面
人

工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
や
フ
ィ
ギ

ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
専
用
リ
ン
ク
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
な
ど
の
最
新
の

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
を

お
願
い
し
、
五
千
百
七
十
一
人

か
ら
回
答
を
得
た
。
集
計
の
結

果
、
教
育
面
や
施
設
面
、
当
日

の
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
な
ど
、

様
々
な
意
見
・
感
想
が
述
べ
ら

れ
た
。

　

説
明
会
や

相
談
コ
ー
ナ

ー
に
足
を
運

ん
だ
高
校
生
か
ら
は
、
「
志
望

す
る
学
部
で
学
ぶ
内
容
が
よ
く

分
か
っ
た
」
「
整
っ
た
学
習
環

境
と
し
っ
か
り
し
た
学
生
支
援

体
制
が
魅
力
的
だ
」
な
ど
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

大
学
の
全
体
的
な
印
象
に
つ

い
て
は
「
活
気
の
あ
る
大
学
」
、

施
設
面
で
は
「
充
実
し
た
施
設

･
設
備
」「
想
像
以
上
の
規
模
に

驚
い
た
」と
い
う
感
想
が
多
か

っ
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
「
分

か
り
易
く
、
丁
寧
な
説
明
だ
っ

た
」
「
迷
っ
た
と
き
に
気
軽
に

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
助
か
っ

た
」
な
ど
、
特
に
在
学
生
の
対

応
が
好
印
象
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

保
護
者
か
ら
も
「
様
々
な
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
知
り
、
感
心
し
ま
し
た
」

「
中
京
大
の
卒
業
生
で
す
が
、

子
ど
も
に
も
学
ば
せ
た
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
設
備
も
見
学

し
て
い
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
科
学
は
、
健
康
を

求
め
る
社
会
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
く
学
問
と
し
て
注

目
を
浴
び
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
関
心
の
高
さ

は
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
学
ん
だ

者
へ
の
社
会
の
期
待
の
大
き
さ

を
伺
わ
せ
た
。

　

本
学
の
五
つ
の
大
学
院
（
ビ
ジ
ネ
ス
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
英
語
学
﹇
国
際

英
語
学
専
攻
﹈
、
心
理
学
、
経
済
学
﹇
総

合
政
策
学
専
攻
﹈
、
経
営
学
）
研
究
科
は
、

意
欲
的
な
社
会
人
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

る
た
め
、
平
日
の
夜
間
と
土
日
に
限
定
し

た
授
業
時
間
の
設
定
や
昼
夜
開
講
制
を
採

用
し
て
い
る
。

　

近
年
、
社
会
人
が
職
業
能
力
の
向
上
を

目
指
し
、
よ
り
高
度
な
知
識
や
技
能
を
身

に
付
け
る
た
め
に
受
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。
五
つ
の
大

学
院
は
、
仕
事
に
就
き
な
が
ら
必
要
な
知

識
・
技
能
が
修
得
で
き
る
教
育
体
制
を
整

え
て
い
る
。
名
古
屋
都
心
か
ら
も
近
く
、

地
下
鉄
「
八
事
駅
」
に
直
結
し
て
い
る
た

め
、
通
学
に
便
利
な
立

地
で
あ
る
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
研
究
科
は
平

日
の
夜
間
と
土
曜
日（
終
日
）に
授
業
時
間
を

限
定
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
。
Ｍ
Ｂ

Ａ
、中
小
企
業
診
断
士
の
二
コ
ー
ス
が
あ
り
、

ハ
ウ
ツ
ー
や
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど
を
二

年
間
学
ぶ
。

　

国
際
英
語
学
専
攻
は
昼
夜
開
講
制
を
採

用
。
中
学
、
高
校
の
教
員
対
象
の「
英
語
教

員
に
対
す
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
」「
英
語
指
導
演
習
」な
ど
の
科
目
も
設
定

し
て
い
る
。
心
理
学
研
究
科
は
昼
夜
開
講

制
を
採
用
。
臨
床
心
理
士
な
ど
の
資
格
取

得
を
目
指
す
場
合
に
は
、
夜
間
の
授
業
の

ほ
か
に
毎
週
少
な
く
と
も
一
日
は
昼
間
時

間
帯
の
授
業
単
位
が
必
要
と
な
る
。
総
合

政
策
学
専
攻
、
経
営
学
研
究
科
も
昼
夜
開

講
制
を
採
用
し
て
い
る
。

一般入試（前期日程）
試験区分 出願期間 試験日 合格発表日

Ａ方式

1月7日～

1月7日～

2月5、6、7、8日
Ｄ方式 2月5、6、7、8日
Ｍ3方式 2月1日
Ｍ2方式 2月1日

得意科目重視型
センタープラス方式 2月9日

3教科型
本学独自の試験は

課さない4教科型
5教科型

2月10日

2月18日

2月18日

2月18日

センター試験利用入試（前期日程）

今後の主な入試日程
※詳細は受験生向けサイト 「Net Campus」に掲載しています。

社会人を積極的に受け入れている大学院の入試日程

研究科名（専攻） 出願期間 試験日 合格発表日

ビジネス・イノベーション研究科
12月6日～10日
1月31日～2月4日
1月17日～27日
1月17日～27日
1月31日～2月10日
1月17日～27日

12月19日

国際英語学研究科（国際英語学）
2月13日

心理学研究科
2月11・12日

経済学研究科（総合政策学）
経営学研究科

2月11・12日
2月26日
2月12日

12月22日

2月18日

2月18日
3月4日

※詳細は入試要項でご確認ください。

高
校
生
ら
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ス
ポ

ー
ツ
科
学
部
の
説
明
会
場

2011
年度入試スタート
一般・センター利用入試
願書受付1月7日から

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部（
来
春

開
設

）に
高
い
関
心

社
会
人
を
積
極
受
け
入
れ

　

５
大
学
院
の
入
試
日
程

イ
ベ
ン
ト
に
４
０
０
０
人

「
学
生
生
活
支
援
体
制
が
魅
力
」

「
活
気
あ
り
想
像
以
上
の
規
模
」

中
京
大
学
の
印
象

オープンキャンパス

参
加
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
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情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
F
D
支

援
、
学
生
・
教
員
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
に
よ

る
授
業
支
援
の
一
層
の
充
実
を

目
指
し
、
秋
学
期
よ
り

「CH
U
KYO

 M
AN
ABO

（
マ
ナ
ボ
）」の
仮
運
用
を
開
始

し
た
。
従
来
のC

U
B
IC
S･

Learning

に
替
わ
る
L
M
S

（Learning M
anagem

ent 
System

）
で
、
学
生
や
教
員

は
学
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
か
ら

「CH
U
KYO
 M
AN
ABO

」

の
各
種
機
能
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
従
来
の
機

能
（
レ
ポ
ー
ト
、
教
材
提
示
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
こ
れ

ま
で
に
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
強
化
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
複
数
教
員
対
応
、
授
業

概
要
表
示
機
能
、
授
業
お
知
ら

せ
機
能
を
実
装
し
て
い
る
。
一

一
年
四
月
の
本
運
用
で
は
、
理

解
度
チ
ェ
ッ
ク
・
小
テ
ス
ト
、

学
習
管
理
機
能
、
メ
モ
・
ノ
ー

ト
機
能
、F
A
Q
、
過
年
度
コ

ン
テ
ン
ツ
参
照
機
能

等
が
付
加
さ
れ
る
。

（
情
報
シ
ス
テ
ム
部
） 　

法
学
部
は
二
〇
一
一
年
度
か

ら
、
法
を
社
会
の
中
で
活
か
し

使
い
こ
な
せ
る
人
材
を
育
成
す

る
選
抜
制
法
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
法
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｌ
Ｐ

Ｐ
）
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　

Ｌ
Ｐ
Ｐ
は
、
実
務
経
験
が
豊

富
な
公
務
員
や
裁
判
官
、
民
間

企
業
の
法
務
担
当
者
ら
が
講
師

と
な
り
、
法
に
関
す
る
知
識
と

素
養
の
実
際
に
「
使
え
る
場
」

を
想
定
し
た
講
義
や
演
習
を
、

二
年
次
か
ら
四
年
次
に
か
け
て

設
定
す
る
。
一
〇
年
度
入
学
生

か
ら
対
象
と
な
る
が
、
高
度
な

授
業
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、

成
績
上
位
者
を
選
抜
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

来
年
度
は
、「
損
害
保
険
の
実

務
と
法
」「
地
方
分
権
と
道
州
制

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
義
二
科
目
と
、「
実
務
家
と
考

え
る
民
法
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

演
習
一
科
目
で
構
成
す
る
。

　
「
銀
行
・
保
険
実
務
」の
講
義

で
日
本
損
害
保
険
協
会
に
よ
る

寄
付
講
座
を
担
当
す
る
𡈽
岐
孝

宏
准
教
授
は
「
講
義
の
目
的
は
、

実
践
力
と
応
用
力
の
強
化
に
あ

る
。
今
の
学
生
は
、
簡
単
に
情

報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
知
識
は

豊
富
だ
が
、
実
社
会
で
そ
れ
を

い
か
に
活
用
で
き
る
か
が
重
要

だ
」
と
、
Ｌ
Ｐ
Ｐ
の
狙
い
を
語

る
。

　

ま
た
、
演
習
「
実
務
家
と
考

え
る
民
法
」
を
担
当
す
る
濱
﨑

智
江
准
教
授
は
「
Ｌ
Ｐ
Ｐ
に
参

加
す
る
こ
と
で
視
野
を
広
げ
、

十
年
先
、
大
学
を
卒
業
し
た
後

の
自
分
の
未
来
を
具
体
的
に
見

つ
め
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い

る
。

　

総
合
政
策
学
部
の
専
門
科
目

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
論
」
を
受

講
し
て
、
こ
の
夏
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
体
験
し
た
二
、
三
年
生
二

十
六
人
が
九
月
十
八
日
、
名
古

屋
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ヤ
マ
テ
ホ
ー

ル
で
報
告
会
を
開
い
た
。

　

授
業
は
、
国
の
地
域
社
会
雇

用
創
造
事
業
交
付
金
事
業
に
採

択
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
「
ソ

ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
エ
コ
シ
ス

テ
ム
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　

報
告
会
は
、「
共
感
創
出
型
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会
」の

タ
イ
ト
ル
で
、
他
の
多
く
の
学

生
た
ち
に
も

ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
の

実
態
を
知
っ

て
ほ
し
い
と

開
催
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ

プ
活
動
を
も

と
に
自
ら
作

成
し
た
、「
共

感
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
動

画
を
上
映
し
、

子
育
て
や
多

文
化
交
流
、
障
害
者
団
体
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
先
の
実
態
な
ど
を
報
告

し
た
。

　

前
名
古
屋
市
長
の
松
原
武

久
総
合
政
策
学
部
客
員
教
授

や
中
部
経
済
産
業
省
、
読
売

新
聞
社
の
関
係
者
ら
七
人
も

審
査
委
員
と
し
て
出
席
し
、

学
生
た
ち
の
報
告
を
聴
い
た
。

　

報
告
会
を
企
画
し
、
成
功

さ
せ
た
学
生
た
ち
は
「
仕
事

で
も
こ
う
し
た
催
し
で
も
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
が
わ

か
っ
た
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
の
重
要
性
を
訴
え
る
こ

と
が
で
き
て
有
意
義
な
夏
だ

っ
た
」な
ど
と
話
し
て
い
た
。

　

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
の

寄
付
講
座
を
受
講
す
る
経
済
学

部
の
三
年
生
十
七
人
は
、
七
月

三
十
日
、
火
災
や
爆
発
、
自
然

災
害
の
発
生
に
伴
う
リ
ス
ク
調

査
を
中
京
大
学
文
化
市
民
会
館

で
実
施
し
た
。

　

災
害
が
起
き
た
際
の
事
業
者

を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
の
洗
い
出

し
方
法
と
そ
の
対
策
を
、
東
京

海
上
日
動
火
災
保
険
代
理
店
・

三
菱
商
事
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス

の
社
員
講
師
か
ら
学
ん
だ
。
こ

の
後
、
六
班
に
分
か
れ
、
会
館

の
楽
屋
や
放
送
室
、
ボ
イ
ラ
ー

室
な
ど
を
見
て
回
り
、
リ
ス
ク

を
検
討
し
た
。
八
月
五
日
に
は
、

実
地
研
修
で
分
か
れ
た
六
班
が
、

対
応
策
を
含
め
て
十
五
分
ず
つ

発
表
し
た
。

　

講
座
を
担
当
す
る
小
林
毅
教

授
は
「
こ
の
講
座
を
通
じ
て
チ

ー
ム
ー
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
き
、
就
職

活
動
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
る
。

授業計画
授業計画を参照できます。

教材
予習・復習などのために、
教員が提示した教材資料
を参照できます。

レポート
教員から提示された課題に対し
て、レポートを提出できます。
提示されたレポートに対する教
員の評価を参照できます。

ディスカッション
ディスカッション用として、
科目ごとに掲示板を利用
できます。

授業お知らせ
教員からの授業に関する
お知らせを参照できます。

新着お知らせ
教材、課題、ディスカッション、
授業お知らせ提示日に、新着
お知らせメールを送信します。

Myスケジュール
教材・レポートの締切日をカレンダー
に表示します。
任意のスケジュールも登録できます。

機能概要

ＮＰＯ法人や企業での体験を報告する学生

総合政策学部２、３年生
ソーシャルビジネス関連
インターンシップ報告会

「
法
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
」開
始

来
年
４
月
か
ら
更
に
充
実

秋
学
期
か
ら
仮
運
用
開
始

レ
ポ
ー
ト
機
能
な
ど
強
化

新
た
に
授
業
概
要
の
表
示
も

情　
　

報

セ
ン
タ
ー

経
済
学
部
３
年
生

災
害
リ
ス
ク
調
査

来
年
度  

日
本
損
保
協
会
寄
付
講
座
も

東
京
海
上
日
動
寄
付
講
座

新教育支援
システム

MANABO
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今
年
は
ア
ニ
メ
「
ド
ラ
え
も

ん
」
や
テ
レ
ビ
番
組
「
た
め
し

て
ガ
ッ
テ
ン
」
な
ど
、
ド
ラ

マ
・
ラ
ジ
オ
で
女
優
・
声
優
と

し
て
活
躍
し
、
二
〇
〇
四
年
度

放
送
ウ
ー
マ
ン
賞
大
賞
を
受
賞

し
た
大
山
の
ぶ
代
さ
ん
を
招
き

「
大
山
の
ぶ
代
の
お
も
し
ろ
人

生
ア
レ
コ
レ
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
て
い
た
だ
い
た
。
会
場
に

は
約
二
百
人
の
聴
講
者
が
集
ま

り
、
学
内
の
学
生
以
外
に
も
新

聞
や
広
報
を
見
た
一
般
の
方
々

も
多
数
来
場
し
た
。

　

講
演
内
容
は
、
と
う
が
ら
し

の
発
熱
効
果
な
ど
実
際
に
見
聞

き
体
験
し
た
民
間
療
法
や
、
戦

争
の
悲
惨
さ
等
過
去
に
演
じ
て

き
た
役
か
ら
学
ん
だ
こ
と
な

ど
。
医
者
任
せ
で
は
な
く
民

間
療
法
な
ど
を
自
ら
学
び
向

上
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
強

く
印
象
に
残
っ
た
。 

（
学
術
委
員
長
・
法
律
４
・

志
水　

久
之
）

　

文
化
会
芸
文
系
の
十
三
ク
ラ

ブ
は
六
月
二
十
六
、
二
十
七
日
、

第
三
十
二
回
芸
文
系
ク
ラ
ブ
発

表
会
を
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
っ
た
。
テ
ー
マ
「
巻
き
起
こ

せ
、
芸
文
の
嵐
!!
」
の
も
と
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
と
教
室
展
示
を

行
っ
た
。
吹
奏
楽
団
・
軽
音
楽

部
・
和
楽
部
・
混
声
合
唱

団
・
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
ク

ラ
ブ
が
演
奏
を
、
演
劇
部

が
公
演
を
、
シ
ネ
マ
ク
ラ

ブ
が
ム
ー
ビ
ー
発
表
を
、

漫
画
研
究
会
・
美
術
部
・

写
真
部
・
書
道
部
・
囲
碁

倶
楽
部
が
展
示
を
そ
れ
ぞ

れ
全
力
で
行
い
、
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
熱
気
の
あ
る
発
表
会

と
な
っ
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
が
協
力
的

で
、
一
体
感
も
あ
り
、
二
週
間

以
上
に
わ
た
っ
た
リ
ハ
ー
サ
ル

も
楽
し
く
で
き
た
。
ご
来
場
い

た
だ
い
た
お
客
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
芸
文
委
員
長
・
日
本
文
学

４
・
上
山　

大
介
）

　

今
年
は
〝W

ith you

〞が

テ
ー
マ
。
二
百
五
十
五
人
の
来

場
者
が
あ
っ
た
。
吹
奏
楽
団
、

軽
音
楽
部
、
和
楽
部
、
混
声
合

唱
団
、
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

は
舞
台
発
表
を
行
い
、
美
術
部
、

美
術
ク
ラ
ブ
、
漫
画
研
究
会
、

出
版
部
、
演
劇
部
○BEG
IN
 

TH
E KID

、
児
童
文
化
研
究

会
は
制
作
展
示
を
行
う
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
が
日
々
の

活
動
の
成
果
を
披
露
し
た
。
文

化
会
に
所
属
す
る
全
三
十
ク
ラ

ブ
と
文
化
会
講
演
会
講
師
の
大

山
の
ぶ
代
さ
ん
、
N
P
O
法
人

豊
明
桶
狭
間
太
鼓
の
皆
さ
ん
、

合
わ
せ
て
三
十
二
の
チ
ー
ム
が

力
を
合
わ
せ
て
金
山
ま
つ
り
を

成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
回
の
経
験
や
反
省
を
生
か

し
、
今
後
も
金
山
ま
つ
り
が
よ

り
良
い
発
表
会
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

◆

　

中
京
大
学
金
山
ま
つ
り
は
、

名
古
屋
市
中
区
金
山
の
「
金
山

夏
ま
つ
り
」
（
金
山
橋
連
合
商

店
街
振
興
組
合
、
古
沢
南
部
町

内
会
主
催
）
の
一
環
と
し
て
実

施
し
た
。

（
金
山
ま
つ
り
実
行
委
員
会
広

報
監
督
･
日
本
文
学
３
･
伊
藤 

　

健
史
）

　

司
会
放
送
部
は
九
月
二
十
四

日
、
一
〇
年
度
定
期
公
演「
俺

た
ち
に
賞
味
期
限
は
な
い
！
」

を
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
い
、

六
十
五
人
の
お
客
様
に
お
越
し

い
た
だ
い
た
。
私
た
ち
と
は
切

っ
て
も
切
れ
な
い
、
お
客
さ
ん

に
も
受
け
入
れ
や
す
い
「
食
べ

物
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
会
を
行

い
、
大
成
功
だ
っ
た
。

　

第
一
部
は
日
本
の
料
理
文
化

を
時
代
ご
と
に
説
明
、
第
二
部

は
世
界
の
ユ
ニ
ー
ク
な
食
べ
物

に
関
す
る
お
祭
り
を
紹
介
し
た
。

お
客
様
が
参
加
す
る
食
べ
物
ク

イ
ズ
も
あ
り
、
客
席
か
ら
度
々

笑
い
が
起
こ
る
な
ど
盛
り
上
が

っ
た
。

　

今
回
、
様
々
な
方
か
ら
ご
協

力
や
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
部

員
一
同
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
だ
。
今
後
も
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き

た
い
。

（
言
語
表
現
３
・
重
野　

峻
輔
）

　

文
化
会
は
夏
季
リ
ー
ダ
ー
ズ

キ
ャ
ン
プ
を
八
月
三
十
一
日
―

九
月
二
日
、
三
重
県
鳥
羽
市
で

行
っ
た
。
文
化
会
所
属
の
三
十

ク
ラ
ブ
中
二
十
二
ク
ラ
ブ
が
参

加
し
た
。

　

一
日
目
に
行
わ
れ
た
合
同
会

議
で
は
、
今
年
新
し
く
入
っ
て

き
た
一
年
生
に

「
文
化
会
」
と

い
う
組
織
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

小
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

現
在
の
部
活
動
に
お
け
る
問
題

点
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。
二
日

目
、
三
日
目
は
主
に
観
光
や
体

験
学
習
を
行
い
、
交
流
を
図
っ

た
。
皆
楽
し
そ
う
に
活
動
し
、

時
に
真
剣
に
話
し
合
っ
て
い
た

の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ

ャ
ン
プ
を
通
し
て
得
た
絆

や
討
議
し
た
内
容
な
ど
を
、

今
後
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
活

か
し
て
く
れ
る
こ
と
を
役

員
一
同
願
っ
て
い
る
。

（
企
画
運
営
局
長
･
言
語
表

現
４
･
澤
井　

あ
づ
さ
）

　

文
化
会
は
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト「
第
四
回
中
京
大
学
金
山
ま
つ
り
」と「
第
三

十
八
回
文
化
会
講
演
会
」
を
八
月
七
日
、
中
京
大
学
文
化
市
民
会
館
で
盛
大

に
開
催
し
た
。

芝

司
会
進
行
を
す
る
一
年

生
の
部
員

結
団
式
で
自
己
紹
介

す
る
メ
ン
バ
ー

こ
れ
ま
で
以
上
に
一
体
感
が

あ
っ
た
発
表
会
の
ス
タ
ッ
フ

練習の成果を
発表する吹奏
楽団

大山のぶ代さん

司
会
放
送
部
公
演

金
山
ま
つ
り

芸
文
系
ク
ラ
ブ
発
表
会

文
化
会
講
演
会

文化会活動  多彩に
地域との交流も深め

「
金
山
ま
つ
り
」と「
文
化
会
講
演
会
」盛
大
に
開
催

所
属
30
ク
ラ
ブ
が
参
加

舞
台
発
表
や
作
品
展
示

女
優
・
声
優  

大
山
の
ぶ
代
さ　

　

ん

「
お
も
し
ろ
人
生
ア
レ
コ
レ
」

13
ク
ラ
ブ
一
体
と
な
り

「
巻
き
起
こ
せ
、
芸
文
の
嵐
!!
」

「
食
べ
物
」テ
ー
マ
に
発
表
会

客
席
に
笑
い
を
誘
い
大
成
功

リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ

 

鳥
羽
に
22
ク
ラ
ブ
集
う

…
…
…

２
０
０
人
が
聴
講

中 京 大 学 広 報 2010年10月25日㈪ （８）第165号



　

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｐ
Ｐ

（
愛
知
・
パ
ト
ロ
ー
ル
・
ピ
ー

ポ
ー
の
略
）
に
所
属
し
て
い
る

中
京
大
学
、
名
城
大
学
、
名
古

屋
女
子
大
学
の
学
生
が
、
九
月

か
ら
犯
罪
を
減
ら
す
た
め
に
大

学
周
辺
の
八
事
や
塩
釜
口（
名

古
屋
市
昭
和
区
、
天
白
区
）
を

パ
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
防
犯

の
呼
び
か
け
を
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｐ
Ｐ
は
、
大
学
生
な
ど
若

い
世
代
に
よ
る
自
主
防
犯
活
動

を
支
援
、
活
性
化
す
る
た
め
に

警
察
庁
が
実
施
し
て
い
る
支
援

事
業
で
、
愛
知
県
警
や
昭
和
警

察
署
の
協
力
を
得
て
活
動
し
て

い
る
。

　

本
学
の
メ
ン
バ
ー
羽
賀
有
希

さ
ん（
法
律
３
）
は
「
問
題
提

起
を
し
、
話
し
合
い
な
が
ら
、

学
生
た
ち
の
手
で
一
か
ら
防
犯

団
体
を
作
り
上
げ
て
い
る
」
と

Ａ
Ｐ
Ｐ
の
運
営
に
つ
い
て
話
す
。

現
在
は
自
転
車
の
盗
難
防
止
策

を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。

羽
賀
さ
ん
は
「
愛
知
県
は

自
転
車
盗
難
が
多
発
し
て

い
る
。
大
学
周
辺
で
ツ
ー

ロ
ッ
ク
を
呼
び
か
け
、
一

つ
鍵
を
増
や
す
だ
け
で
効

果
的
な
防
犯
に
な
る
。
ち

ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で

様
々
な
犯
罪
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
」と
力
説
す
る
。

「
私
た
ち
学
生
の
若
い
力

で
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に

呼
び
か
け
て
い
き
た
い
」

と
語
る
な
ど
意
欲
的
だ
。

　

今
年
で
十
回
目
と
な
る
「
八

事
ふ
れ
あ
い
囲
碁
大
会
」
（
八

事
商
店
街
振
興
組
合

主
催
）
が
八
月
二
十

九
日
、
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
・
ヤ
マ
テ
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
、
私

た
ち
囲
碁
倶
楽
部
十

三
人
も
協
力
し
、
囲

碁
の
楽
し
さ
を
伝
え

た
。

　

囲
碁
を
通
じ
て
キ

ャ
ン
パ
ス
周
辺
の

人
た
ち
と
交
流
を

図
る
大
会
で
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
い
世
代
の
人
た
ち
七
十
人

が
参
加
し
、
三
連
勝
し
た
人
に

は
日
本
棋
院
の
認
定
状
が
手
渡

さ
れ
た
。
今
年
は
認
定
基
準
が

厳
し
く
な
っ
た
た
め
、
例
年
よ

り
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
と
な
っ

た
。
プ
ロ
棋
士
の
池
崎
世
典
五

段
に
よ
る
入
門
講
座
や
指
導
碁
、

部
員
と
の
対
局
も
あ
り
、
参
加

者
は
真
剣
に
、
ま
た
楽
し
そ
う

に
対
局
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

囲
碁
倶
楽
部
は
囲
碁
の
楽
し

さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
今
後
も
こ
の
催

し
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。　

（
経
済
３
・
有
竹 　
悟
）

　

大
学
内
と
周
辺
の
環
境
美
化

を
目
的
に
組
織
さ
れ
た
中
京
大

学
環
境
保
全
委
員
会
が
九
月
二

十
七
―
二
十
九
日
、
秋
学
期

「
エ
コ
・
ウ
ィ
ー
ク
」
を
実
施

し
た
。

　

毎
年
、
春
学
期
と
秋
学
期
の

開
始
に
合
わ
せ
て
、
通
学
し
て

く
る
在
学
生
に
、
①
ゴ
ミ
の
分

別
の
徹
底
、
②
階
段
の
利
用
、

無
人
教
室
の
消
灯
等
の
省
エ
ネ
、

③
全
館
禁
煙
な
ど
を
呼
び
か
け

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
今
年
が

十
年
目
の
催
し
。

　

同
委
員
会
は
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
の
文
化
会
・
体
育
会
・
大

学
祭
実
行
委
員
会
の
学
生
と
学

生
支
援
室
の
職
員
で
構
成
さ
れ
、

三
日
間
で
九
十
人
の
学
生
が
参

加
し
た
。
今
回
は
通
例
の
活
動

時
間
で
あ
る
一
限
目
開
始
前
に

加
え
、
昼
休
み
に
司
会
放
送
部

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に

よ
る
環
境
美
化
と
省
エ
ネ
の
呼

び
か
け
も
行
っ
た
。

　

混
声
合
唱
団
は
、
九
月
に
名

古
屋
市
内
の
老
人
ホ
ー
ム
二
施

設
で
訪
問
演
奏
会
を
開
い
た
。

混
声
合
唱
団
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
も
行
お
う
と
、
自
分

た
ち
で
訪
問
演
奏
を
引
き
受
け

て
い
た
だ
け
る
老
人
福
祉
施
設

を
探
し
、
初
め
て
実
施
し
た
。

　

美
空
ひ
ば
り
や
坂
本
九
の
歌
、

唱
歌
な
ど
馴
染
み
の
あ
る
曲
を

中
心
に
合
唱
し
た
。
お
年
寄
り

の
皆
さ
ん
は
手
拍
子
を
し
、
一

緒
に
口
ず
さ
み
、
と
て
も
楽
し

ん
で
い
る
様
子
だ
っ
た
。
そ
の

姿
を
見
て
、
私
た
ち
も
う
れ
し

か
っ
た
。

　

演
奏
会
終
了
後
、
一
緒
に
お

菓
子
を
食
べ
、
お
茶
を
飲
ん
で

会
話
を
楽
し
ん
だ
。
老
人
ホ
ー

ム
の
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
い
た
だ
い
た
上
に
、
合
唱

団
の
技
術
力
を
上
げ
る
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
た
。
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
。

（
経
済
３
・
道
場　

崇
弘
）

　

文
化
会
は
十
月
二
日
、
名
古

屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
第
二
十
九
回

学
術
系
ク
ラ
ブ
発
表
会
を
開
い

た
。
児
童
文
化
研
究
会
、
自
然

科
学
研
究
会
、
会
計
学
研
究
会
、

電
子
計
算
組
織
研
究
会
、
考
古

学
研
究
会
、
法
律
研
究
会

LAW
PRAY

の
学
術
系
六
ク

ラ
ブ
が
「
〜
24
時
間
以
内
テ
レ

ビ
〜
き
っ
か
け
は
、
が
く
じ
ゅ

ツ
ル
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
頃

の
研
究
成
果
を
披
露
し
た
。

　

学
術
部
長
連
全
員
で
力
を
合

わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
や
電
子
計
算

組
織
研
究
会
の
技
術
力
を
駆
使

し
た
ム
ー
ビ
ー
、
お
客
様
も
元

気
よ
く
体
を
動
か
し
た
児
童
文

化
研
究
会
の
リ
ー
ダ
ー
ワ
ー
ク

な
ど
約
四
時
間
の
発
表
会
は
、

笑
い
の
絶
え
な
い
、
観
客
と
一

体
感
を
感
じ
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
企
画
や

リ
ハ
ー
サ
ル
で
悩
み
苦
し
ん

で
き
た
が
、
お
客
様
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

満
足
の
い
く
素
晴
ら
し
い
発

表
会
に
な
っ
た
。

（
法
律
４
・
志
水　

久
之
）

　

本
学
の
環
境
サ
ー
ク
ル
・
ア

ン
ビ
エ
ン
テ
が
十
月
二
十
二
日

か
ら
、
不
要
に
な
っ
た
傘
を
リ

ユ
ー
ス
し
て
、
急
な
雨
へ
の
対

策
用
に
傘
の
貸
し
出
し
を
開
始

し
た
。

　

設
置
場
所
は
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
の
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
Ｇ
階
入

口
付
近
、
二
号
館
学
生
ラ
ウ
ン

ジ
・
ア
レ
ー
ナ
、九
号
館
入
口
の

三
箇
所
で
、
計
二
十
二
本
を
用

意
し
て
い
る
。
利
用
者
は
建
物

間
の
移
動
に
使
用
し
、
設
置
場

所
三
箇
所
の
い
ず
れ
か
に
戻
す
。

　

傘
に
は
マ
ジ
ッ
ク
で
、
リ
ユ

ー
ス
傘
、
中
京
大
学
の
校
章
、

管
理
番
号
、
ア
ン
ビ
エ
ン
テ
の

名
称
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
一

般
の
傘
と
区
別
し
て
い
る
。

　

ア
ン
ビ
エ
ン
テ
代
表
の
安
念

亜
紀
さ
ん（
経
済
３
）は
、「
不

要
に
な
っ
た
傘
の
寄
付
を
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、
利
用
状
況

を
調
査
し
た
上
で
設
置
箇
所
の

増
加
を
検
討
す
る
」
と
話
し
て

い
る
。

学術部長連の企画「イベント」

環
境
美
化
を
呼
び
掛
け
る
環

境
保
全
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス・
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
で
対
局
す
る

七
十
人
の
参
加
者
た
ち

Ａ
Ｐ
Ｐ
に
所
属
し
、警
察

署
の
協
力
を
得
て
積
極

的
に
活
動
し
て
い
る
本
学

の
学
生
た
ち

囲
碁
倶
楽
部

混
声
合
唱
団

「
八
事
ふ
れ
あ
い
囲
碁
大
会
」

部
員
13
人
が
子
供
ら
と
対
局
も

大
学
周　

　

辺 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

名
城
大
学
、名
女
子
大
生
と
共
に

老
人
ホ
ー
ム
２
施
設
で
演
奏

馴
染
の
曲
で
と
も
に
楽
し
む

学術系クラブ発表会

エ
コ・ウ
ィ
ー
ク

環
境
サ
ー
ク
ル
・
ア
ン
ビ
エ
ン
テ

6クラブが成果披露
自作のムービーも

環
境
美
化
や
省
エ

ネ
な
ど
呼
び
か
け

不
要
な
傘
リ
ユ
ー
ス

急
な
雨
に
貸
し
出
し

防
犯
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア「
A
P
P
」
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本
学
の
海
外
留
学
・
研
修
で

派
遣
さ
れ
る
学
生
の
総
数
は
、

二
〇
一
〇
年
度
に
五
百
十
九
人

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
初
め
て

年
間
五
百
人
を
超
え
る
見
通
し

と
な
っ
た
。
従
来
の
交
換
留
学

に
加
え
、
一
学
期
間
の
セ
メ
ス

タ
ー
留
学
や
学
部
の
海
外
研
修

な
ど
新
し
い
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
す
る
学
生
が
増
え
た
こ

と
が
、
派
遣
総
数
を
押
し
上
げ

て
い
る
。
国
内
で
は
学
生
の
留

学
離
れ
の
指
摘
が
あ
る
中
で
、

本
学
学
生
の
留
学
意
欲
の
高
さ

が
際
立
っ
て
い
る
。

　

一
一
年
度
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ

科
学
部
の
新
し
い
海
外
研
修
が

始
ま
る
た
め
、
派
遣
総
数
は
六

百
人
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。

　

学
生
の
派
遣
総
数
は
、
〇
八

年
度
三
百
四
人
、
〇
九
年
度
四

百
十
三
人
、
一
〇
年
度
五
百
十

九
人
（
見
込
み
）
と
、
毎
年
百

人
以
上
増
え

て
い
る
。
こ

の
急
拡
大
は
、

学
部
の
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

導
入
が
大
き
な
要
因
だ
。

　

国
際
教
養
学
部
は
、
〇
九
年

度
か
ら
選
択
外
国
語
圏
の
フ
ラ

ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
、

ロ
シ
ア
、
中
国
の
五
カ
国
で
海

外
課
題
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し
、

〇
九
年
度
八
十
九
人
、
一
〇
年

度
九
十
三
人
が
派
遣
さ
れ
た
。

経
営
学
部
は
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
海

外
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
を
今
年
度
か

ら
開
始
し
、
七
十
四
人

が
八
月
末
か
ら
約
二
週

間
現
地
に
滞
在
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
ま
た
は
カ

ナ
ダ
の
大
学
に
一
学
期

間
通
う
セ
メ
ス
タ
ー
留

学
の
参
加
者
も
、
導
入

し
た
〇
七
年
度
の
九
人

か
ら
、
一
〇
年
度
は
二

十
四
人
と
大
幅
に
増
え

て
い
る
。

　

一
方
、
一
年
間
の
長

期
留
学
と
な
る
交
換
留

学
は
、
高
い
語
学
力
が

求
め
ら
れ
る
が
、
今
年
度
は
文

学
部
か
ら
初
め
て
派
遣
さ
れ
る

な
ど
、
学
部
の
広
が
り
が
出
て

き
て
い
る
。

初
め
て
二
千
人
を
超
え
、
年
間

延
べ
四
千
人
以
上
の
受
験
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

受
験
は
、
英
語
力
を
試
す
と
い

う
目
的
だ
け
で
な
く
、
就
職
活

動
に
も
有
利
に
働
く
点
が
受
験

者
増
の
背
景
と
み
ら
れ
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
得
点
は
、
セ

メ
ス
タ
ー
留
学
を
経
験
す
る
と
、

平
均
約
百
点
ア
ッ
プ
す
る
、
と

い
う
実
績
が
あ
る
。
対
策
講
座

の
受
講
で
も
大
幅
な
向
上
が
期

待
で
き
る
。

　

国
際
セ
ン
タ
ー
の
若
尾
晃
弘

室
長
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
試
験
を

受
け
る
こ
と
で
、
広
く
英
語
に

親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
し
、
留

学
や
国
内
の
講
座
と
の
相
乗
効

果
も
出
し
て
い
き
た
い
。
留
学

し
な
い
学
生
も
含
め
、
英
語
力

の
全
般
的
な
向
上
に
努
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

本
学
は
、
留
学
や
海
外
研
修

で
海
外
経
験
を
目
指
す
学
生
に

対
し
、
国
際
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
様
々
な
支
援
体
制
を
と
っ

て
い
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ

Ｌ
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の

対
策
講
座
、「
毎
日
学

べ
る
英
会
話
」
講
座

な
ど
、
英
語
力
を
向

上
さ
せ
る
研
修
を
設

け
て
い
る
ほ
か
、
留

学
が
決
ま
っ
た
学
生

に
は
、
心
構
え
や
必

要
な
知
識
な
ど
を
事

前
研
修
で
伝
え
て
い

る
。
国
際
セ
ン
タ
ー

で
は
、
留
学
経
験
を

後
輩
に
伝
え
る
帰
国

報
告
会
や
、
海
外
か

ら
受
け
入
れ
た
交
換
留
学
生
と

気
軽
に
会
話
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

「Let’s

国
際
交
流
」
な
ど
も
開

催
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
異

文
化
交
流
を
促
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
学
で
は
、
留
学
に

伴
う
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
学
費
の
減
免
や
奨
学
金
給

付
な
ど
の
制
度
を
設
け
て
お
り
、

国
際
セ
ン
タ
ー
で
は「
ぜ
ひ
積

極
的
に
留
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い

る
。

　

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
た
め
、

年
二
回
実
施
し
て
い
る
「
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
無
料
団
体
試
験
」
の
受

験
者
も
、
大
幅
に
増
え
て
い
る
。

今
年
六
月
は
二
千
二
百
九
人
と
、 　

一
〇
年
度
に
本
学
が
海
外
か

ら
受
け
入
れ
た
交
換
留
学
生
た

ち
は
、
勉
学
に
励
む
と
と
も
に
、

京
都
研
修
に
参
加
し
た
り
、
日

本
舞
踊
を
体
験
し
た
り
と
、
日

本
の
伝
統
文
化
を
堪
能
し
て
い

る
。

　

五
カ
国
二
十
人
の
交
換
留
学

生
は
、
六
月
末
に
京
都
で
の
一

泊
研
修
に
参
加
し
た
。
金
閣
寺

や
清
水
寺
、
三
十
三
間
堂
な
ど

を
見
て
回
り
、
茶
道
の
手
ほ
ど

き
も
受
け
た
。
ほ
と
ん
ど
の
留

学
生
が
初
め
て
の
京
都
見
学
だ

っ
た
た
め
、
古
都
の
歴
史
と
た

た
ず
ま
い
に
直
に
触
れ
て
感
激

し
て
い
た
。

　

七
月
に
は
、
男
子
学
生
が
大

相
撲
入
間
川
部
屋
の
パ
ー
テ
ィ

ー
に
参
加
し
て
力
士
と
交
流
し

た
ほ
か
、
女
子
学
生
は
着
物
の

着
付
け
に
挑
戦
し
、
あ
で
や
か

な
姿
に
大
は
し
ゃ
ぎ
し
た
。
六

月
中
旬
に
は
、
国
際
セ
ン
タ
ー

内
で
、
日
本
舞
踊
家
の
西

川
千
雅
さ
ん
か
ら
、
踊
り

を
習
う
な
ど
、
日
本
の
文

化
を
実
体
験
し
て
い
る
。

　

交
換
留
学
生
の
う
ち
ア

メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
出
身

の
五
人
は
八
月
末
で
留
学

を
終
え
て
帰
国
し
た
。
一

方
、
九
月
か
ら
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
留
学
生
一
人
を

受
け
入
れ
、
秋
学
期
は
十

六
人
が
学
ん
で
い
る
。
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中京大学の海外留学・海外研修派遣総数の推移
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1,000

1,500

2,000

2,500
（人）

TOEIC受験者数の推移

942人
1,137人

1,354人
1,576人 1,457人

1,797人
1,901人

2,209人

着
付
け
を
体
験
す
る
留
学
生

研
修
先
の
カ
ナ
ダ
で
交
流
す

る
学
生
た
ち

海外留学派遣、年間500人突破へ

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入
で
急
拡
大

サポート体制充実
学生の意欲支える

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
受
験
者
増
加

交
換
留
学
生

伝
統
文
化
を
体
験
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英
語
は
全
く
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
で
き
な
か
っ
た
。
だ
け
ど

大
学
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
を

し
て
み
た
い
、
と
い
う
思
い
が
、

参
加
し
た
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

シ
ド
ニ
ー
大
学
で
は
、
初
め

の
う
ち
は
先
生
の
言
っ
て
い
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
聞
き
取
れ
な

か
っ
た
が
、
授
業
の
内
容
は
主

に
英
語
で
の
話
し
合
い
や
ゲ
ー

ム
な
ど
が
中
心
で
、

と
て
も
面
白
く
勉

強
で
き
た
。
日
本

で
は
何
か
を
書
く
と
い
う
授
業

が
普
通
だ
が
、
こ
ち
ら
で
は
書

く
こ
と
よ
り
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
重
要
視

さ
れ
て
お
り
、
外
国
人
学
生
と

の
交
流
に
も
役
立
っ
た
。

　

企
業
研
修
で
は
、
日
本
の
企

業
人
か
ら
、
日
豪
の
違
い
や
、

そ
の
違
い
に
よ
り
企
業
が
対
応

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
な

ど
を
直
接
聞
く
機
会
が
あ
り
、

視
野
を
広
げ
ら
れ
た
と
思
う
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
最

初
は
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
何
と
か

意
思
疎
通
し
た
。
と
て
も
住
み

や
す
い
家
庭
だ
っ
た
し
、
何
よ

り
も
日
常
の
英
会
話
が
少
し
上

達
し
た
よ
う
に
思
え
た
の
が
喜

び
だ
っ
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
文

化
に
触
れ
、
世
界
の
人
と
交
流

し
、
日
本
の
日
常
で
は
な
い
こ

と
ば
か
り
を
体
験
で
き
た
。
本

当
に
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。 　

私
は
、
英
語
力
の
向
上
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
海
外
の
文
化

や
生
活
に
興
味
を
抱
い
て
い
た

た
め
参
加
を
決
意
し
た
。

　

ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
で
は
、
午

前
中
の
授
業
は
、
英
語
の
み
で

進
め
ら
れ
た
。
理
解
す
る
の
が

難
し
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
ゲ
ー
ム
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
用
い
た
授
業
で
、
楽

し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
、
本
場
の
英
語
を

学
ん
だ
。

　

情
報
理
工
学
部
機
械
情
報
工

学
科
三
年
の
斎
藤
正
孝
、
秋
月

秀
一
、
岡
明
也
、
柴
田
悠
太
郎

さ
ん
の
チ
ー
ム
が
、
電
子
情
報

通
信
学
会
パ
タ
ー
ン
認
識
・
メ

デ
ィ
ア
理
解
（
P
R
M
U
）
研

究
会
主
催
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
コ

ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
を
獲
得
し
、

九
月
七
日
、
情
報
科
学
技
術
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
表
彰
さ
れ
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
画
像
認
識

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
優
れ

た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
作
品
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
今
年
は
動
画
像

の
動
き
回
る
対
象
物
の
正
確
で

す
ば
や
い
追
跡
を
課
題
に
行
わ

れ
、
全
国
の
大
学
生
、
大
学
院

生
か
ら
七
十
三
件
の
応
募
が
あ

っ
た
。
獲
得
し
た
優
秀
賞
は
最

優
秀
賞
に
次
ぐ
上
位
賞
。

　

四
人
は
同
学
科
の
第
一
期
生
。

ゼ
ミ
の
橋
本
学
教
授
の
指
導
を

受
け
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
、
画

像
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
使
わ
ず
、

確
率
モ
デ
ル
を
利
用
し
て
重
要

な
デ
ー
タ
だ
け
を
取
り
出
す
新

方
式
。
随
所
に
工
夫
を
凝
ら
し
、

他
の
作
品
を
圧
倒
す
る
超
高
速

（
〇
・
〇
〇
八
秒
）
を
達
成
し

た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

斎
藤
さ
ん
ら
は
「
二
年
か
ら

ゼ
ミ
で
実
践
的
な
勉
強
を
し
、

仲
間
と
議
論
を
重
ね
、
制
作
と

実
験
、
改
良
を
繰
り
返
し
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
た
。
さ

ら
に
研
鑽
を
積
ん
で
卒
業
論
文

や
修
士
論
文
に
高
め
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
的
に
話
し
て
い
る
。

　

情
報
科
学
研
究
科
情
報
科
学

専
攻
修
士
課
程
を
今
年
三
月
に

修
了
し
た
加

納
徹
哉
さ
ん

（
ニ
デ
ッ
ク

勤
務
）（
写

真
）
が
、
修

士
二
年
の
時

に
日
本
医
用
画
像
工
学
会
第
二

十
八
回
大
会
で
発
表
し
た
論
文

　

文
化
会
書
道

部
に
所
属
す
る

学
生
が
、
第
十

五
回
全
日
本
高

校
･
大
学
生
書

道
展
（
八
月
二

十
四
―
二
十
九

日
）
、
第
六
十

回
中
日
書
道
展

（
六
月
九
―
十

三
日
）
に
出
品

し
、
今
年
も
多
数
入
選
し
た
。

全
日
本
高
校
･
大
学
生
書
道
展

　

小
林
雄
太
さ
ん
（
日
本
文
学

４
）
が
漢
字
部
門
で
最
高
賞
に

当
た
る
大
賞
を
受
賞
し
た
。
大

賞
に
次
ぐ
書
道
展
賞
に
五
人
が
、

書
道
展
賞
に
次
ぐ
優
秀
賞
に
六

人
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。

（
敬
称
略
）

◆

▼
大
賞

小
林
雄
太
（
日
本
文
学
４
）

▼
書
道
展
賞

片
桐
麻
里
（
文
学
修
士
１
）
、

和
泉
宏
直
（
経
済
３
）
、
佐
藤

が
奨
励
賞
を
獲
得
し
、
こ
の
ほ

ど
表
彰
さ
れ
た
。

　

論
文
は
「
腹
部
Ｃ
Ｔ
像
か
ら

の
肝
臓
血
管
自
動
抽
出
結
果
を

用
い
た
肝
区
域
自
動
分
割
の
試

み
」
。
Ｃ
Ｔ
像
か
ら
の
肝
臓
区

域
を
自
動
的
に
分
割
す
る
手
法

を
新
し
く
提
案
し
、
医
用
画
像

診
断
支
援
分
野
の
発
展
に
貢
献

し
た
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け

た
。　

　

第
三
十
八
回
大
会
で
は
約
九

十
人
が
論
文
を
発
表
し
、
十
二

人
が
受
賞
し
た
。

ゆ
り
あ
（
言
語
表
現
３
）
、
塩

田
明
里
（
言
語
表
現
２
）
、
真

野
沙
織
（
総
合
政
策
２
）

▼
優
秀
賞

犬
飼
め
ぐ
み
（
文
学
修
士
２
）、

中
井
千
絵
（
言
語
表
現
４
）、

石
川
雄
帆
（
言
語
表
現
４
）、

藤
田
真
規
子
（
日
本
文
学
４
）、

牧
野
紗
千
子
（
日
本
文
学
４
）、

大
藪
沙
織
（
日
本
文
学
３
）

中
日
書
道
展

　

中
井
千
絵
さ
ん
が
二
科
作
品

の
漢
字
部
門
で
、
最
高
賞
の
二

科
賞
を
受
賞
し
た
。
二
科
賞
に

次
ぐ
奨
励
賞
に
四
人
が
選
出
さ

れ
た
。
（
敬
称
略
）

▼
二
科
作
品
﹇
二
科
賞
﹈

中
井
千
絵 

▼
二
科
作
品
﹇
奨
励
賞
﹈

和
泉
宏
直
、
乾
拓
也
（
経
済

２
）
、
塩
田
明
里
、
真
野
沙
織

　

午
後
か
ら
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
は
、

カ
ナ
ダ
独
特
の
街
並

み
や
自
然
、
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
、

日
本
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き

な
い
異
文
化
を
体
験
で
き
た
。

　

さ
ら
に
は
、
大
学
の
先
生
や

ス
タ
ッ
フ
、
他
国
の
留
学
生
と

の
会
話
を
通
し
て
、
交
友
関
係

を
広
げ
る
こ
と
も
で
き
、
私
に

と
っ
て
新
し
い
発
見
や
出
会
い

の
毎
日
だ
っ
た
。

　

留
学
に
行
く
前
は
、
少
し
不

安
を
感
じ
て
い
た
が
、
約
四
週

間
に
わ
た
る
滞
在
が
実
際
に
始

ま
る
と
、
と
て
も
楽
し
く
、
も

っ
と
長
く
留
学
生
活
を
送
り
た

い
と
思
う
ほ
ど
、
充
実
し
た

日
々
だ
っ
た
。

　

多
く
の
人
と
の
出
会
い
に
よ

っ
て
、
様
々
な
刺
激
を
受
け
、

非
常
に
貴
重
な
体
験
が
で
き
、

最
高
の
思
い
出
と
な
っ
た
。

　

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
海
外

と
関
わ
り
の
あ
る
業
界
で
働
く

夢
を
現
実
に
す
る
た
め
、
今
後

も
英
語
の
勉
強
に
励
ん
で
い
き

た
い
。

アルゴリズムコンテストで優秀賞を獲得した
（前列左から）秋月、斎藤さん、（後列左から）柴
田、岡さん

安田 繁斗さん

オーストラリア

カナダ

経
営
学
部
３
年

経
営
学
部
３
年

田中 寛子さん

機
械
情　

　

報

工
学
科
チ
ー
ム
が
優
秀
賞

外
国
人
学
生
と
交
流

会
話
の
上
達
を
実
感

本
場
の
英
語
を
習
得

充
実
の
滞
在
４
週
間

P
R
M
U
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
コ
ン
テ
ス
ト

超
高
速
画
像
処
理
プ
ロ
グ
ラ
ム

海
外
短
期
研
修
に
参
加
し
て

書道展に入選多数

医
用
画
像

診
断
論
文

で
奨
励
賞
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「
そ
れ
が
君
の
将
来
に
ど
う
役

に
立
つ
の
」
。
怒
り
に
も
似
た

表
情
で
、
あ
る
学
生
が
同
級
生

に
問
い
質
し
ま
す
。
管
理
会
計

の
ケ
ー
ス
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
の
出
来
事
で
す
。

　

社
会
人
と
し
て
の
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
、
各
学
生
が
そ
れ

ぞ
れ
に
明
確
な
目
標
を
も
っ
て

学
び
に
来
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
。
と
も
す
れ
ば
「
授
業
だ
け

の
関
係
」
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
Ｂ
Ｉ
研
究
科
で
は
、

学
内
で
は
も
と
よ
り
、
キ
ャ
ン

パ
ス
横
の
居
酒
屋
『
美
ゆ
き
』

に
お
い
て
も
、
時
に
は
人
生
相

談
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
な
熱
い
議

論
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
生
の
中
に
は
、
五
年
以

上
に
渡
っ
て
、
同
期
生
と
の
勉

強
会
を
毎
月
行
っ
て
い
る
人
達

も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
の
存
在
こ
そ
が
、
Ｂ
Ｉ

研
究
科
の
最
大
の
魅
力
で
す
。

　

そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
仕

掛
け
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

二
年
次
か
ら
は
担
当
教
官
の
も

と
で
の
少
人
数
指
導
（
最
大
三

名
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
学

部
ゼ
ミ
生
を
相
手
に
、
仕
事
で

の
体
験
談
を
話
し
て
も
ら
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
中
小
企
業
診

断
士
コ
ー
ス
で
は
、
数
名
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
実
際
の

企
業
の
経
営
診
断
実
習
を
行
い

ま
す
。
結
果
報
告
会
の
直
前
に

は
、
寝
る
間
を
惜
し
ん
で
議
論

を
重
ね
る
日
々
が
続
き
ま
す
。

　

授
業
や
実
習
で
、
ま
た
時
に

は
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
、
体
験
、
考

え
方
な
ど
を
語
り
合
う
。
そ
ん

な
中
で
、「
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
域
を

超
え
た
、
ひ
と
り
の
人
間
同
士

の
議
論
に
発
展
す
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
。

　

冒
頭
の
問
い
か
け
は
、
そ
ん

な
中
で
出
た
、「
同
志
」
に
対
す

る
親
身
の
ひ
と
言
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

（
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
今
回
で
終

了
し
ま
す
）

少
・
高
齢
化
の
下
で
、
安
定

感
あ
る
社
会
を
構
築
す
る
鍵

に
な
る
。
本
書
で
は
、
全
国

各
地
の
豊
富
な
実
例
を
踏
ま

え
、
そ
れ
ら
の
分
類
や
分
析
、

人
材
や
資
金
等
の
課
題
、
国

土
づ
く
り
や
街
づ
く
り
等
の

政
策
面
へ
の
反
映
、
取
り
組

み
の
実
態
を
論
じ
な
が
ら
、

筆
者
が
数
年
前
か
ら
政
府
で

取
り
組
ん
で
き
た
新
し
い
公

共
の
全
体
像
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
、
将
来
像
を
展
望
し
よ

う
と
試
み
て
い
る
。

　

著
者
は
総
合
政
策
学
部
教

授
。
岩
波
書
店
刊
。
本
体
二
、

四
〇
〇
円
。

　

本
書
は
、
二
〇
〇
九
年
度

の
犬
山
市
授
業
研
究
会
に
集

う
教
師
た
ち
の
、
一
年
間
の

七
つ
の
研
究
的
実
践
の
成
果

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

犬
山
市
内
十
四
校
か
ら
参

加
し
た
教
師
た
ち
は
、
学
校

　

新
し
い
公
共
は
、
人
口
減

を
越
え
た
研
究
交
流
を
重
ね
、

各
校
に
そ
の
成
果
を
還
流
さ

せ
て
い
く
。
地
域
を
あ
げ
て

の
教
師
力
向
上
の
試
み
と
し

て
も
興
味
深
い
。

　

監
修
者
は
国
際
教
養
学
部

教
授
。
犬
山
市
授
業
研
究
会

に
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
助
言

を
行
っ
て
き
た
。

　

一
粒
書
房
刊
。
税
込
二
、

六
二
五
円
。

　

著
者
の
問
題
設
定
は
、
日

本
近
代
化
の
問
題
点
と
課
題

を
ア
ジ
ア
と
い
う
視
点
か
ら

と
ら
え
直
し
て
い
る
点
に
あ

る
。

　

現
在
の
日
本
社
会
の
抱
え

る
問
題
点
を
、
日
本
と
ア
ジ

ア
と
の
関
わ
り
の
近
代
化
史

か
ら
検
証
し
て
い
る
点
に
着

目
し
た
い
。

　

具
体
的
に
は
、
日
本
の
政

治
学
者
、
経
済
学
者
、
社
会

学
者
や
作
家
た
ち
の
「
ア
ジ

ア
論
」
な
ど
に
子
細
に
検
討

を
加
え
て
い
る
。

　

著
書
は
経
営
学
部
教
授
。

経
営
学
部
刊
。

い
合
わ
せ
が
何
件
か
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
学
は
全
く
関
係
が
な
く
、

制
作
に
関
し
て
も
一
切
協
力

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

個
人
情
報
に
関
す
る
内
容

で
す
の
で
、
十
分
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

本
学
の
卒
業
生
宛
に
、「
中

京
大
学
職
業
別
名
簿
の
発
刊

の
お
知
ら
せ
」
な
ど
と
称
し
、

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
職

業
・
出
身
高
校
・
趣
味
な
ど

の
個
人
情
報
の
記
入
や
、
名

簿
購
入
の
申
し
込
み
を
促
し

た
案
内
が
、
往
復
は
が
き
で

郵
送
さ
れ
て
き
た
と
い
う
問

　

情
報
理
工
学
部
機
械
情
報
工

学
科
の
加
納
政
芳
准
教
授
が
開

発
し
た
赤
ち
ゃ
ん
型
ロ
ボ
ッ
ト

「
ベ
ビ
ロ
イ
ド（Babyloid

）」

が
九
月
二
十
八
日
、
愛
知
県
次

世
代
ロ
ボ
ッ
ト
実
証
支
援
事
業

の
対
象
に
選
ば
れ
た
。

　

愛
知
県
が
地
元
製
造
業
の
競

争
力
向
上
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
事
業
で
、
許
認
可
手
続
き

の
代
行
や
宣
伝
、
市
販
化
の
後

押
し
を
す
る
。
商
品
化
の
近
い

ロ
ボ
ッ
ト
を
実
証
実
験
し
、
成

果
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
市
場

化
の
促
進
を

目
指
し
て
い

る
。

　

ベ
ビ
ロ
イ

ド
は
、
健
康

障
害
や
精
神

不
安
の
高
齢
者
ら
要
介
護
者
の

「
介
護
さ
れ
る
と
い
う
ス
ト
レ

ス
の
緩
和
」
を
目
的
に
開
発
さ

れ
た
。
触
り
方
に
よ
っ
て
、
泣

き
、
喜
び
、
不
満
な
ど
の
感
情

を
顔
の
動
き
や
音
声
で
表
現
す

る
。
他
に
は
何
も
で
き
な
い
と

い
う
点
が
特
徴
で
、
新
生
児
の

よ
う
に
欲
求
を
一
方
的
に
発
信

す
る
。
介
護
さ
れ
る
側
か
ら
介

護
す
る
側
に
移
行
す
る
こ
と
で

利
用
者
の
ス
ト
レ
ス
が
緩
和
さ

れ
る
ほ
か
、
世
話
を
し
な
け
れ

ば
と
い
う
意
欲
を
引
き
出
す
こ

と
で
、
社
会
性
の
改
善
を
促
す

効
果
も
期
待
で
き
る
。

　

加
納
准
教
授
は
制
御
機
構
の

よ
り
安
全
化
な
ど
技
術
的
な
改

善
を
加
え
た
上
で
、
「
将
来
的

に
は
五
万
円
程
度
で
気
軽
に
購

入
で
き
る
商
品
に
し
た
い
」
と

早
期
の
実
用
化
と
汎
用
化
を
目

指
し
て
い
る
。

　

加
納
准
教
授
は
九
月
十
四
日
、

専
門
誌
「
知
能
と
情
報
」
に
発

表
し
た
論
文
「
感
性
ロ
ボ
ッ
ト

ifbot

の
感
情
空
間
を
用
い
た

感
情
遷
移
に
伴
う
表
情
変
化
の

主
観
的
影
響
」
で
、
日
本
知
能

情
報
フ
ァ
ジ
ィ
学
会
の
論
文
賞

を
受
賞
し
た
。

　

加
納
准
教
授
は
論
文
で
、
ニ

ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

っ
て
構
築
さ
れ
た
感
情
空
間
内

を
表
情
制
御
値
の
変
化
量
が
最

小
と
な
る
経
路
を
選
択
し
て
表

情
表
出
す
る
手
法
を
提
案
し
た
。

加
納
准
教
授
と
ベ
ビ
ロ
イ
ド

（
身
長
44
㎝
、体
重
２・２
㎏
）

に表にの

私
の
教
育
・
研
究

B
I
の
教
授
陣

ビ
ジ
ネ
ス・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科潮　

清
孝
講
師
（「
管
理
会
計
」担
当
）

少
人
数
学
習
の
最
高
の
魅
力

仲
間
と
重
ね
る
議
論
の
日
々

加
納
政
芳
情
報
理

工
学
部 

准
教
授
開
発
の

愛
知
県
の
実
証
支
援
事
業
に

赤
ち
ゃ
ん
型
ロ
ボ
ッ
ト「
ベ
ビ
ロ
イ
ド
」

要
介
護
者
の
ス
ト

レ
ス
緩
和
目
指
す

加
納
准
教
授

知
能
情
報
フ
ァ
ジ

ィ
学
会
論
文
賞
も

本
学
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん

　

「
中
京
大
学
職
業
別
名
簿
の
発
刊
」

京都大学大学院経済学研究科修士課
程修了後、ソニー株式会社経理部勤務、
同研究科博士後期課程を経て、09年よ
り本学教員。経営学部専任講師を兼任。
31歳。

著
書
紹
介
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Published
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師
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科
学
研
究
費
補
助
金
の
二
〇

一
〇
年
度
配
分
状
況
が
発
表
さ

れ
、
本
学
か
ら
は
計
四
十
七
件

（
前
年
四
十
件
、
特
別
研
究
員

奨
励
費
を
除
く
）
が
採
択
さ
れ

た
。
こ
の
う
ち
、
新
規
が
二
十

二
件
（
前
年
十
五
件
）
採
択
さ

れ
、
新
規
採
択
率
は
三
三
・
八

％
と
過
去
五
年
で
は
最
高
と
な

っ
た
。
継
続
は
二
十
五
件（
前

年
二
十
五
件
）
あ
り
、
補
助
金

額
の
合
計
は
九
千
九
百
五
万
六

千
円
と
、
ほ
ぼ
前
年
（
一
億
七

百
三
万
九
千
円
）
並
み
だ
っ
た
。

　

学
部
別
の
新
規
採
択
状
況
は
、

国
際
教
養
が
十
一
件
と
最
も
多

く
、
採
択
率
は
六
八
・
八
％
だ

っ
た
。
情
報
理
工
が
三
件
、
経

済
二
件
、
心
理
、
現
代
社
会
、

法
、
総
合
政
策
、
経
営
が
各
一

件
だ
っ
た
。
社
会
科
学
研
究
所

も
一
件
採
択
さ
れ
た
。

　

科
学
研
究
費
補
助
金
は
、
研

究
者
の
自
由
な
発
想
に
基
づ
い

た
学
術
研
究
を
よ
り
発
展
さ
せ

る
た
め
に
、
政
府
が
交
付
す
る

競
争
的
研
究
資
金
。
人
文
、
社

会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
の

す
べ
て
の
分
野
を
対
象
に
し
て

い
る
。

　

情
報
理
工
学
部
情
報
メ
デ
ィ

ア
工
学
科
の
白
水
始
准
教
授
の

論
文
「
認
知
科
学
的
視
点
に
基

づ
く
認
知
科
学
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
：
『
ス
キ
ー
マ
』
の
学
習

を
例
に
」
が
、
〇
九
年
度
日
本

認
知
科
学
会
の
奨
励
論
文
賞
を

受
賞
し
、
九
月
十
八
日
表
彰
さ

れ
た
。

　

三
宅
な
ほ
み
東
京
大
学
教
育

学
研
究
科
教
授
（
元
本
学
情
報

理
工
学
部
教
授
）
と
の
共
著
論

文
で
、
科
学
研
究
費
の
補
助
を

延
べ
十
一
年
間
に
わ
た
り
受
け

て
き
た
。

　

き
わ
め
て
長
期
間
の
学
習
実

践
を
対
象
に
、
新
た
な
授
業
デ

ザ
イ
ン
や
教
育
と
研
究
を
一
体

化
で
き
る
可
能
性
を
示
し
た
点

が
評
価
さ
れ
た
。

　

白
水
准
教
授
は
「
あ
る
授
業

で
学
ん
だ
考
え
方
を
別
の
授
業

や
日
常
生
活
に
使
う
『
転
移
』

は
、
学
校
教
育
の
重
要
な
目
標

の
一
つ
だ
が
、
な
か
な
か
起
き

に
く
い
。
そ
こ
で
情
報
知
能
学

科
（
旧
認
知
科
学
科
）
で
は
、

教
員
が
認
知
科
学
の
考
え
方
を

一
方
的
に
教
え
る
の
を
や
め
て
、

学
生
自
身
が
自
分
た
ち
の
言
葉

で
考
え
方
を
説
明
し
合
う
協
調

的
で
体
験
的
な
学
習
活
動
中
心

に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
替
え

た
。
そ
の
方
が
む
し
ろ
、
転
移

が
起
き
や
す
く
な
る
と
い
う
重

要
な
知
見
を
得
た
」
と
話
し
て

い
る
。

　

本
学
と
中
部
経
済

同
友
会
が
主
催
す
る

年
末
恒
例
の
公
開
講

座
「
景
気
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
・
来
年
の
経
済

見
通
し
」
が
、
十
二

月
七
日
（
火
）
午
後

二
時
半
か
ら
二
時
間
、

名
古
屋
・
金
山
の
中

京
大
学
文
化
市
民
会

館
オ
ー
ロ
ラ
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
る
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、

加
藤
洋
一 

・
経
済
産

業
省
中
部
経
済
産
業

局
長
、
滝
茂
夫
・
中

部
経
済
同
友
会
代
表

幹
事
・
タ
キ
ヒ
ヨ
ー

社
長
、
立
花
貞
司
・
ト
ヨ
タ
ホ

ー
ム
会
長
、
浅
井
紀
子
・
中
京

大
学
経
営
学
研
究
科
・
経
営
学

部
教
授
の
四
氏
。
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
は
、
奥
野
信
宏
・
梅
村

学
園
理
事
・
中
京
大
学
総
合
政

策
学
部
教
授
が
務
め
る
。

◆

　

本
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
は
、
当
日
の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
し
込

み
方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

　

往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、 

ま
た
は 

本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
及
び
受
講
日
を
明
記

し
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
〒
４
６
６
―
８
６
６
６ 

名
古
屋
市
昭
和
区
八
事
本
町
一

〇
一
―
二
）
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
開
催
一
週
間
前
ま
で
に

「
受
講
票
」
を
送
り
ま
す
。

　

電
話
や
電
子
メ
ー
ル
で
の
お

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
会

場
定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ

た
場
合
は
、
お
断
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先
は
、
本
学
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
公

開
講
座
担
当
（
☎
０
５
２
―
８

３
５
―
７
２
１
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

５
２
―
８
３
５
―
３
９
８
０
）。

　

本
学
は
九
月
二
十
日
、
一
人

に
課
程
博
士
の
学
位
を
授
与
し

た
。
（
経
歴
欄
は
順
に
現
職
・

最
終
学
歴
・
学
位
論
文
）

課
程
博
士

博
士
（
体
育
学
）

近
田　

彰
治
さ
ん

早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研

究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
。
27

歳
▽
本
学
体
育
学
研
究
科
博
士

課
程
単
位
修
得
満
期
退
学
▽
テ

ニ
ス
サ
ー
ブ
動
作
の
コ
ッ
キ
ン

グ
期
に
お
け
る
肩
甲
骨
の
三
次

元
運
動

朝鮮半島から見た戦後東アジア地域秩序の形
成と変容―新たな地域像を求めて 12,400 基盤研究Ａ

基盤研究Ｂ

挑戦的萌芽研究

特別研究員奨励費
（国内）

（研究成果公開促進費）
研究成果データベース

基盤研究Ｃ

国際教養学部教授

浅野　豊美

文理解過程に働く予測的処理 6,300情報理工学部教授

筧　一彦

ドーピング防止教育の基礎研究 2,700体育学部教授

近藤　良享
異文化連携による創造的な学習環境構築の
ための理論と実践の統合 700情報理工学部教授

宮田　義郎

日本におけるクィア・スタディーズの展開 1,000国際教養学部准教授

風間　孝
身体動作の認知現象学―心の科学の方法論
的拡張を目指して 1,000国際教養学部教授

長滝　祥司

南宋・張炎『詞源』楽律論の研究 500国際教養学部教授

明木　茂夫

若手研究Ｂ

台湾総督府文書の史料学的研究 1,100社会科学研究所特任研究員

東山　京子
中国経済発展と我が国企業の直接投資によ
る地域連関の変容に関する研究 1,700経済学部教授

山田　光男
少子高齢化・高失業率の先進国による戦略と
してのエコ産業育成政策―貿易モデル分析― 1,500経済学部教授

近藤　健児
居住政策における住居の役割と他施策との
連携に関する研究 1,100総合政策学部教授

岡本　祥浩
都市高齢者の新たな「孤立」の諸相と解決に
むけたソーシャルワーク実践の日韓比較研究 900現代社会学部教授

野口　典子
高齢者の交通モビリティを高める安全運転
支援手法の研究 1,300心理学部教授

尾入　正哲

オースティンを中心とした18世紀後半～19
世紀初頭の英国小説の歴史的・文化的研究 900国際教養学部教授

武井　暁子
英語小説における近代表象の比較的研究
―インドの英語作家を中心に― 1,100国際教養学部教授

栂　正行

低温・高圧水の液体―液体相転移の分子シ
ミュレーション法による解明 500国際教養学部教授

六車　千鶴
サバンナウッドランド地帯における霊長類の
分布と生息状況 1,500

3次元画像解析に基づく写真法による食事調
査の定量評価 1,000

在日イスラーム少数派移民のグローバルネッ
トワークに関する基礎的研究 800

9.11同時多発テロ以降のイギリス小説 500

著作権の発展と文学の300年―作品流通の
国際化と英語圏各国文学のアイデンティティ 1,200

人々の公正感が環境ビジネスにおける企業
行動及び政策設計に与える影響 500

管理会計研究におけるアクターネットワーク
理論の応用可能性：アメーバ経営を事例に 500

加圧トレーニングは靭帯・腱損傷からの復帰
を早める 1,500

近世・近代日本における死亡構造の時系列的
変化に関する研究 700

台湾総督府文書目録データベース 6,100

国際教養学部教授

小川　秀司
情報理工学部教授

目加田慶人
国際教養学部教授

渋谷　努
国際教養学部准教授

板倉厳一郎
国際教養学部准教授

園田　暁子
経済学部准教授

内田　俊博
経営学部講師

潮　清孝
体育学部講師

倉持梨恵子
特別研究員

杉山　聖子
法学部教授

檜山　幸夫

所属・氏名 研究課題名 補助金額 研究種目

（単位：千円）
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　科学研究費補助金  採択状況の推移

48,990

97,530

32,590

94,410

54,080

113,490

29,000

106,038

54,310

15.6％

18.2％
15.7％

21.3％

33.8％

99,056

●－－●  採択率　■ 新規採択総計金額　■ 採択総計金額（新規＋継続）

科
研
費
、新
規
採
択
22
件

白
水 

始
情
報

理
工

准
教
授
に

博
士
学
位
授
与

認
知
科
学
会
奨
励
賞

国
際
教
養
学
部
11
件

採択率 33.8％

景気シンポジウム受講者募集12月7日

2010年度  科学研究費補助金（新規採択分）
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「
父
と
母
の
事
を
正
面
き
っ
て

書
く
こ
と
は
重
い
作
業
に
な
る

予
感
が
し
た
。
だ
か
ら
、
本
の

タ
イ
ト
ル
『
明
る
い
方
へ
』
は

敬
愛
す
る
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の

詩
か
ら
言
葉
を
い
た
だ
き
、
明

る
く
あ
り
た
い
と
思
い
な
が
ら

「
バ
ブ
ル
の
絶
頂
期
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
で
あ
る
ア

ボ
リ
ジ
ニ
の
生
き
方
に
接
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
私
の
中

の
何
か
が
目
覚
め
た
。
ま
た
、

ハ
ワ
イ
の
海
で
は
、
海
や
地
球

と
一
つ
に
な
る
よ
う
な
感
覚
を

書
き
続
け
た
」

「
女
手
一
つ
で
私
を
育
て
て
く

れ
た
母
は
隠
し
事
が
苦
手
な
人

で
、
父
の
事
も

真
実
を
幼
い
私

に
お
と
ぎ
話
の

よ
う
に
話
し
て

く
れ
た
。
だ
か

ら
、
辛
い
現
実

経
験
し
た
。
呼
吸
を
止
め
て
深

く
潜
る
と
、
地
球
の
鼓
動
が
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

本
公
開
講
座
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
（
生
物
多

様
性
条
約
第
十
回
締
結
国
会
議
）
の
名

古
屋
開
催
を
記
念
し
て
、
朝
日
新
聞
社

主
催
、
中
京
大
学
協
賛
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
益
戸
さ
ん
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の

質
問
に
答
え
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。も

明
る
い
話
に
聞
こ
え
た
」

「
十
七
歳
の
と
き
生
い
立
ち
の

記
を
書
き
、
母
と
の
関
係
が
ぎ

く
し
ゃ
く
し
、私
は〝
太

宰
の
娘
〞と
言
わ
れ
る

こ
と
が
た
ま
ら
な
く
嫌

に
な
っ
た
。
以
来
、
私

は
太
宰
か
ら
逃
げ
て
き

た
」

「
母
に
と
っ
て
太
宰
と

の
事
は
、
お
と
ぎ
話
で

　

こ
れ
ら
の
体
験
は
、
私
の
生

き
方
を
大
き
く
変
え
た
」

「
人
は
地
球
と
共
存
す
べ
き
な

は
な
か
っ
た
。
私
を
産
む
前
後

の
母
の
日
記
に
は
、〝
苦
し
い
〞

と
か
〝
悲
し
い
〞
と
い
う
言
葉

が
頻
繁
に
出
て
く
る
。
私
は
当

時
の
日
記
を
た
ん
す
の
奥
に
し

ま
い
こ
ん
だ
」

「
父
母
の
事
か
ら
目
を
そ
ら
し

て
は
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
た
の
は
、
林
芙
美
子
の

評
伝
を
著
し
て
か
ら
。
父
と
母

に
向
か
い
合
う
こ
と
こ
そ
、
私

の
に
、
人
間
の

エ
ゴ
が
地
球
を

病
気
に
し
て
し

ま
っ
た
よ
う
だ
。

私
た
ち
は
地
球

を
快
復
さ
せ
な

く
て
は
い
け
な

い
」

「
い
ろ
い
ろ
勉
強
す
る
な
か
で

知
っ
た
の
が
〝
パ
ー
マ
カ
ル
チ

ャ
ー
〞
。
そ
の
持
続
可
能
な
生

の
人
生
の
宿
題
だ
と
思
っ
た
」

「
太
宰
の
作
品
に
は
人
間
の
心

の
弱
さ
に
寄
り
添
う
優
し
さ
を

感
じ
る
反
面
、
自
己
愛
の
強
さ

に
は
辟
易
す
る
。
た
だ
、
人
に

よ
く
思
わ
れ
た

い
願
望
は
、
私

は
自
分
の
事
の

よ
う
に
わ
か
る
。

　

一
方
、
母
は

真
っ
直
ぐ
な
人

だ
っ
た
。
傷
つ
き
や
す
い
太
宰

に
対
し
て
、
皆
が
遠
慮
し
て
避

け
る
よ
う
な
こ
と
も
率
直
に
口

に
し
た
。
そ
れ
が
太
宰
は
う
れ

し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
」

「
母
の
日
記
を
ベ
ー
ス
に
書
か

れ
た『
斜
陽
』に
は
、今
の
時
代

活
を
真
似
し
よ
う
と
、
東
京
で

の
生
活
を
捨
て
、
い
ま
私
は
千

葉
で
米
や
野
菜
を
作
り
、
自
給

自
足
の
生
活
を
し
て
い
る
」

「
畑
仕
事
に
勤
し
ん
で
い
る
と
、

す
べ
て
の
こ
と
に
は
意
味
が
あ

り
、
生
か
さ
れ
、
循
環
し
て
い

る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
生
物

多
様
性
な
ん
て
当
た
り
前
」

「
あ
る
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の

村
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
を

Preloved

と
呼
ぶ
。
何
で
あ

れ
、
か
つ
て
は
誰
か
に
愛
さ
れ

た
モ
ノ
。
ゴ
ミ
は
ゴ
ミ
で
は
な

い
。
そ
ん
な
ふ
う
に
、
言
い
方

ひ
と
つ
で
人
の
意
識
は
変
わ

る
」

「
い
ま
私
た
ち
に
必
要
な
の
は
、

意
識
を
変
え
る
こ
と
だ
と
思
う
。

に
も
通
じ
る
新
し
さ
を
感
じ

る
。そ
れ
は
、い
ろ
い
ろ
な
生

き
方
が
あ
っ
て
い
い
ん
だ
よ
、

と
言
っ
て
い
る
こ
と
。

　

ヒ
ロ
イ
ン
の
か
ず
子
が〝
太

陽
の
よ
う
に
生
き
る
つ
も
り

で
す
〞
と
書
い
た
手
紙
を
太

宰
の
遺
書
と
解
釈
し
た
母
は
、

明
る
く
私
を
育
て
て
く
れ

た
」

「
い
ま
私
は
、
太
宰
治
と
太

田
静
子
の
間
に
生
ま
れ
た
こ

と
に
心
か
ら
あ
り
が
と
う
と

言
え
る
。
そ
し
て
、
や
っ
と

父
と
母
の
事
か
ら
卒
業
で
き

た
気
が
す
る
」

（
６
月
30
日
・
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
４
３
１
教
室
）

例
え
ば
、
便
利
な
も
の
に
頼
ら

な
い
。
贅
沢
し
た
い
気
持
ち
を

少
し
控
え
る
。
出
処
や
流
通
経

路
を
納
得
し
て
モ
ノ
を
買
う
。

　

そ
う
い
う
一
人
ひ
と
り
の
変

革
が
世
の
中
を
変
え
、
ひ
い
て

は
地
球
を
癒
し
て
い
く
は
ず
」

「
ブ
ラ
ン
ド
物
よ
り
も
、
人
や

自
然
を
愛
す
る
気
持
ち
を
優
先

す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
き
っ
と

人
に
も
地
球
に
も
や
さ
し
い
社

会
、
世
界
に
な
る
。
そ
れ
を
日

本
か
ら
始
め
ら
れ
る
と
い
い
。

　

幸
い
、
こ
の
地
域
に
は
新
し

い
こ
と
を
生
み
出
す
パ
ワ
ー
も

豊
か
な
自
然
も
あ
る
。
あ
と

は
、
人
の
気
持
ち
次
第
だ
」

（
７
月
８
日
・
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
４
３
１
教
室
）

　在学生の保護者らで組織す
る本学教育後援会の役員会と、

同窓生で組織する本学同窓会の常任理事会がそれぞれ5月8日、
名古屋市内で開かれ、09年度決算案と10年度予算案が承認
されました。それぞれの決算は別表の通りです。

09
年
度 

教
育
後
援
会 

決
算

（単位・円）

（単位・円）

09
年
度 

同
窓
会 

決
算

収入 支出
前 期 繰 越 金
会 　 費
受 取 利 息
預金（振込手数料）
そ の 他 収 入
戻 入 金

合 　 　 　 計

教育懇談会開催費
会 報 発 行 費
通 信 費
奨 学 費
課 外 活 動 援 助 費
教 育 厚 生 費
各 会 開 催 費
事 務 局 運 営 費
雑 費
入学辞退者等会費返金費

教育事業支援準備金
次 期 繰 越 金
合 　 　 　 計

39,403,742
155,527,500
107,535
7,595

3,847,883
62,445

198,956,700

37,257,205
3,927,419
3,913,205
2,000,000
720,000

20,484,975
571,423
1,313,891
2,582,123
29,545

大学設備整備事業費 58,374,305
15,727,195
52,055,414
198,956,700

収入 支出
前 期 繰 越 金
会 　 費
支部同窓会開催会費
全国同窓会開催会費
名刺交換会開催会費
中京大学UCSカード販売協力金
受 取 利 息
預金（振込手数料）
そ の 他 収 入
戻 入 金

合 　 　 　 計

52,107,968
238,130,000
1,564,990
138,000
1,038,000
187,573
99,197
10,045
522,767
428,835

294,227,375

支部同窓会開催費
全 国 支 部 総 会 費
ホームカミングデー開催費
会 報 発 行 費
通 信 費
広 告 費
奨 学 費
課 外 活 動 奨 励 賞
課 外 活 動 援 助 費
記 念 品 等 作 製 費
各 会 開 催 費
事 務 局 運 営 費
雑 費
入学辞退者等会費返金費
大学設備整備事業費
教育事業支援準備費
次 期 繰 越 金
合 　 　 　 計

30,072,716
4,620,918
3,226,847
13,799,742
27,279,337
30,000

51,730,000
6,200,000
1,650,000
12,979,001
7,444,349
1,554,374
5,142,733
1,108,985
25,000,000
50,000,000
52,388,373
294,227,375

作  家

明るい方へ ＣＯＰ10名古屋
開催を記念して

Heal the World
～父･太宰治と母･太田静子

文化･芸術･教育シリーズ46

太田  治子さ　
　ん 女  優 益戸  育江さ　

　ん

公
開
講
座
の
開
催
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
順
次
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。

講
座
講
座
講
座

公
開
公
開
公
開斜

陽
の
一
節
を
遺
書
と
解
釈

母
は
私
を
明
る
く
育
て
た

一
人
一
人
が
意
識
を
変
革

日
本
か
ら
地
球
を
癒
そ
う

教育後援会、同窓会の決算承認
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第
二
十
六
回
全
国
同
窓
会
が

十
月
二
日
、
千
葉
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
各
地

か
ら
駆
け
つ
け
た
同
窓
生
を
始

め
、
大
学
関
係
者
、
同
窓
会
関

係
者
ら
百
十
人
が
参
加
し
、
盛

大
な
会
合
と
な
っ
た
。

　

今
年
五
月
に
同
窓
会
長
に
就

任
し
た
川
岸
信
一
氏
が
最
初
に

あ
い
さ
つ
し
、
「
同
窓
会
は
五

十
二
年
の
歴
史
を
刻
み
、
十
万

人
超
の
会
員
を
数
え
る
。
都
道

府
県
支
部
、
海
外
支
部
の
一
つ

ひ
と
つ
が
き
め
細
か
な
活
動
を

し
、
大
き
な
伝
統
に
結
び
付
け

て
い
る
。
尽
力
さ
れ
て
い
る

方
々
に
お
礼
を
言
い
た
い
」
と
、

同
窓
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を

誓
っ
た
。

　

猿
田
明
千
葉
県
支
部
長
の
歓

迎
挨
拶
に
続
き
、
梅
村
清
弘
総

長
・
理
事
長
は
「
よ
り
高
い
レ

ベ
ル
の
大
学
に
し
て
い
き
た
い
。

施
設
を
充
実
さ
せ
、
人
材
育
成

　

三
重
中
京
大
学
短
期
大
学
部

食
物
栄
養
学
科
の
土
井
喜
美
子

特
任
教
授
が
八
月
二
十
日
、
三

重
県
松
阪
保
健
福
祉
事
務
所
管

内
の
給
食

従
事
者
に
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
防
ぐ
「
お

や
つ
」
の
作
り
方
を
実
習
指
導

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
お
や
つ
の
材

　

三
重
中
京
大
学
文
化
会
が
七

月
一
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
て
地
域
の
活
性
化
を
探

る
研
究
報
告
会
「
Ｍ
Ｃ
Ｕ
サ

ミ
ッ
ト
」
を
三
号
館
の
部
室
で

開
き
、
松
阪
市
の
山
中
光
茂
市

長
ら
と
意
見
を
交
換
し
た
。

　

文
化
会
で
は
今
夏
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
同
市
内
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
飲
食
店
を
紹
介
す
る

サ
イ
ト
「
松
阪
学
生
マ
ッ
プ
」

な
ど
を
開
設
し
た
。
報
告
会
で

は
、
文
化
会
委
員
長
の
小
室
良

太
さ
ん
（
現
代
法
経
３
）
が
、

学
生
の
目
線
で
松
阪
自
慢
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
自
作
の
サ
イ
ト
を

紹
介
し
、
山
中
市
長
ら
に
活
用

法
に
つ
い
て
意
見
や
感
想
を
求

め
た
。

　

山
中
市
長
は
、
「
学
生
だ
け

で
は
な
く
、
多
く
の
人
を
巻
き

込
む
工
夫
が
大
切
。
市
も
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
す
」
な
ど
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
。

料
と
な
る
卵
や
牛
乳
、
小
麦
粉

に
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
誘

引
す
る
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
給
食
現
場
な

ど
で
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
の
安
全
な
食
事

づ
く
り
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

指
導
は
一
号
館
調
理
実
習
室

で
行
わ
れ
、
幼
稚
園
や
保
育
所

な
ど
の
栄
養
士
や
調
理
員
ら
五

十
八
人
が
受
講
し
た
。
土
井
特

任
教
授
は
、
卵
や
牛
乳
な
ど
に

代
わ
っ
て
カ
ボ
チ
ャ
や
豆
乳
、

米
粉
を
材
料
に
し
た
お
や
つ
レ

シ
ピ
を
紹
介
し
、
調
理
方
法
を

教
え
た
。

　

調
理
の
後
に
試
食
し
た
受
講

者
た
ち
は
、
栄
養
も
味
も
変
わ

ら
な
い
代
替
お
や
つ
に
安
心
し

た
様
子
だ
っ
た
。

　

三
重
中
京
大
学
・
同
短
期
大

学
部
は
、
元
現
代
法
経
学
部
教

授（
政
治
思
想
）の
菊
池
理
夫
さ

ん（
62
）（
現
・
南
山
大
学
教
授
）

と
元
こ
ど
も
学
科
教
授（
音
楽
）

の
錦
か
よ
子
さ
ん（
60
）（
現
・
皇

學
館
大
学
教
授
）に
名
誉
教
授

の
称
号
を
授
与
し
た
。
い
ず
れ

も
一
〇
年
三
月
に
退
職
し
た
。

菊
池
さ
ん
は
同
大
学
で
二
十
一

人
目
、
錦
さ
ん
は
同
短
期
大
学

部
で
十
五
人
目
の
名
誉
教
授
。

　

三
重
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

募
集
し
た
第
二
十
二
回
参
議
院

議
員
選
挙（
七
月
十
一
日
）の
啓

発
標
語
の
最
高
賞（
特
選
）に
、

玉
井
瑞
恵
さ
ん（
現
代
法
経
４
）

の
作
品
「
投
じ
よ
う　

私
の
意

見　

未
来
に
向
け
て
」
が
選
ば

れ
た
。

　

百
四
十
二
人
か
ら
五
百
三
十

五
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。
大
学

の
ゼ
ミ
で
政
治
制
度
を
学
ん
で

い
る
玉
井
さ
ん
は
、
迷
走
す
る

政
治
に
危
機
感
を
抱
い
て
標
語

を
作
っ
た
。
玉
井
さ
ん
の
作
品

は
、
参
院
選
期
間
中
に
三
重
県

内
の
有
権
者
へ
の
投
票
呼
び
か

け
や
投
票
日
周
知
の
啓
発
ポ
ス

タ
ー
、
チ
ラ
シ
な
ど
に
活
用
さ

れ
た
。

　

同
窓
会
台
湾
支
部
の
総
会
が

九
月
四
日
、
台
北
市
内
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
陳
全
寿
先
生
（
元
体

育
学
部
教
授
、
96
年
退
職
）
ご

夫
妻
と
二
十
五
人
が
参
加
し
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
大
学
か

ら
は
体
育
学
部
の
長
谷
川
優
教

授
と
滝
克
己
准
教
授
、
校
友
会

本
部
の
片
岡
武
司
本
部
長
、
曽

根
直
樹
係
長
、
赤
羽
秀
治
主
任

の
五
人
が
出
席
し
た
。

　

総
会
で
は
長
年
、
支
部
を
ま

と
め
て
こ
ら
れ
た
陳
文
昭
支
部

長
（
七
六
年
体
育
卒
）
が
勇
退

し
、
趙
榮
瑞
氏
（
八
七
年
体
育

卒
）
が
新
し
い
支
部
長
に
選
出

さ
れ
た
。
趙
氏
は
国
立
台
湾
体

育
大
学
教
授
で
台
湾
ス
ポ
ー
ツ

界
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
。

　

趙
新
支
部
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、
片
岡
本
部
長
が
母
校
の
現

状
と
将
来
展
望
を
交
え
た
挨
拶

を
行
い
、
陳
全
寿
先
生
の
誕
生

日
の
お
祝
い
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が

あ
っ
た
後
、
乾
杯
し
懇
親
に

移
っ
た
。

　

支
部
の
皆
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど

が
体
育
学
部
の
卒
業
生
で
、
長

谷
川
、
滝
両
先
生
の
授
業
を
受

け
た
こ
と
が
あ
り
、
真
に
思
い

出
話
し
に
花
が
咲
き
瞬
時
に
三

時
間
が
過
ぎ
た
。
最
後
に
全
員

で
学
歌
を
斉
唱
し
来
年
の
再
会

を
約
束
し
て
散
会
し
た
。

で
も
成
果
を
出
し
た
い
」
、
北

川
薫
学
長
は
「
本
学
の
飛
躍
は

Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
お
か
げ
。
今
後

も
ご
支
援
く
だ
さ
い
」
と
、
そ

れ
ぞ
れ
決
意
や
同
窓
会
へ
の
謝

辞
を
述
べ
た
。

　

梅
村
清
英
同
窓
会
副
会
長
・

副
理
事
長
が
「
教
育
界
の
環
境

は
厳
し
い
が
、
逆
風
を
追
い
風

に
変
え
て
い
き
た
い
」
と
力
の

こ
も
っ
た
あ
い
さ
つ
を
し
、
乾

杯
し
た
。

　

会
場
の
各
テ
ー
ブ
ル
で
談
笑

の
輪
が
で
き
、
近
況
や
思
い
出

を
語
り
合
っ
て
い
た
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
千
葉
県
習
志
野
市

の
和
太
鼓
の
演
奏
も
あ
り
、

「
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
」
の
開

催
地
に
ふ
さ
わ
し
く
、
終
始
に

ぎ
や
か
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。
最

後
は
、
参
加
者
全
員
が
肩
を
組

み
な
が
ら
学
歌
を
斉
唱
し
、
再

会
を
約
束
し
た
。

　

来
年
の
全
国
同
窓
会
は
、

「
お
い
で
ま
せ
！　

山
口
国
体
」

が
開
か
れ
る
山
口
県
で
予
定
さ

れ
て
い
る
。

元
事
務
職
員

石
原　

建
治
さ
ん

（
い
し
は
ら
・
け
ん
じ
）

九
月
十
五
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

68
歳
。
中

京
高
校（
現

附
属
中
京

高
校
）
教
諭
を
経
て
93
〜
07
年

在
職
。

台
北
市
で
の
支
部
総
会

山中市長らと地域活性
化を話し合う文化会の
学生たち

食物アレルギーを防ぐおやつ作りを
指導する土井特任教授

盛大に行われた第26回全国同窓会

講
座

公
開

訃　

報

名
誉
教
授
に
２
氏

参
院
選
啓
発
標
語
で
特
選

アレルギー防ぐ「おやつ」

全国同窓会 千葉で110人参加

給
食
従
事
者
に
作
り
方
指
導

ネ
ッ
ト
で
活
性
化
提
案

松
阪
市
長
と
意
見
交
換

同
窓
会
台
湾
支
部
が
総
会
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水　

泳　

部

パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
選
手
権

（
８
月
18
―
21
日
、
ア
メ
リ
カ
）

冨
田
尚
弥
選
手
（
体
育
３
）
２

百
ｍ
平
泳
ぎ
４
位

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
部（
女
子
）

W
F
D
F
世
界
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ

ト
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
選
手
権
（
７

月
３
―
10
日
、
チ
ェ
コ
）

10
位

バ
イ
ク
ト
ラ
イ
ア
ル

世
界
選
手
権
シ
リ
ー
ズ

柴
田
泰
隆
選
手
（
現
社
３
）

第
１
戦（
７
月
24
・
25
日
、ス
ペ

イ
ン
）
９
位
、
第
２
戦
（
７
月

31
日
･
８
月
１
日
、
イ
タ
リ

ア
）
９
位

総
合
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
９
位

水　

泳　

部

日
本
学
生
選
手
権
（
９
月
２
―

５
日
、
東
京
）

男
子
総
合
優
勝
、
天
皇
杯
獲
得

女
子
総
合
３
位

◆
男
子
個
人　

伊
藤
健
太
選
手

（
体
育
２
）50
ｍ
自
由
形
優
勝
・

百
ｍ
自
由
形
２
位
、
金
城
亜
蘭

選
手（
体
育
４
）２
百
ｍ
自
由
形

８
位
、
則
武
寛
唯
選
手
（
体
育

２
）４
百
ｍ
自
由
形
７
位
、
白

井
裕
樹
選
手（
体
育
３
）百
ｍ
背

泳
ぎ
２
位
・
２
百
ｍ
背
泳
ぎ
２

位
、
橋
爪
久
司
選
手（
体
育
１
）

百
ｍ
背
泳
ぎ
４
位
・
２
百
ｍ
背

泳
ぎ
８
位
、
冨
田
尚
弥
選
手
百

ｍ
平
泳
ぎ
・
２
百
ｍ
平
泳
ぎ
と

も
に
優
勝
、島
田
良
祐
選
手（
体

育
４
）２
百
ｍ
平
泳
ぎ
５
位
、

前
田
浩
史
選
手（
体
育
３
）百
ｍ

バ
タ
フ
ラ
イ
６
位
、瀬
田
寛
人

選
手（
体
育
４
）百
ｍ
バ
タ
フ
ラ

イ
８
位
・
２
百
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位
、
４
百
ｍ
リ
レ
ー（
藤
川
、

伊
藤
、金
城
、小
池
）３
位
、
８

百
ｍ
リ
レ
ー（
小
池
、伊
藤
、金

城
、則
武
）６
位
、
４
百
ｍ
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー（
白
井
、冨
田
、瀬

田
、伊
藤
）優
勝

◆
女
子
個
人　

長
谷
川
菜
月
選

手（
体
育
４
） 

50
ｍ
自
由
形
２

位
・
百
ｍ
自
由
形
３
位
、
金
子

栞
選
手（
体
育
１
）
百
ｍ
自
由

形
６
位
、
佐
々
木
絵
里
選
手

（
体
育
４
）
百
ｍ
背
泳
ぎ
８
位
、

小
松
原
彩
香
選
手
（
体
育
２
）

２
百
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
５
位
、

末
永
京
香
選
手
（
体
育
１
）
４

百
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
優
勝
、
４

百
ｍ
リ
レ
ー（
長
谷
川
、森
、小

野
、雨
宮
）優
勝
、
８
百
ｍ
リ
レ

ー（
秋
元
、北
尾
、長
谷
川
、岡

野
）２
位
、
４
百
ｍ
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
（
佐
々
木
、
川
田
、
小

松
原
、
長
谷
川
）
８
位

ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
（
６
月
４

―
６
日
、
静
岡
）

島
田
良
祐
選
手
２
百
ｍ
平
泳
ぎ

７
位
、
冨
田
尚
弥
選
手
百
ｍ
平

泳
ぎ
３
位
・
２
百
ｍ
平
泳
ぎ
７

位
・
50
ｍ
平
泳
ぎ
４
位
、
白
井

裕
樹
選
手
２
百
ｍ
背
泳
ぎ
２
位
、

伊
藤
健
太
選
手
50
ｍ
自
由
形
優

勝
、
末
永
京
香
選
手
４
百
ｍ
個

人
メ
ド
レ
ー
３
位

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
部

全
日
本
学
生
選
手
権
（
９
月
２

―
４
日
、
大
阪
）

女
子
優
勝
、
男
子
準
優
勝

自
転
車
競
技
部

全
日
本
学
生
ロ
ー
ド
レ
ー
ス 

（
９
月
20
日
、
滋
賀
）

中
根
英
登
選
手（
体
育
２
）優
勝

全
日
本
大
学
対
抗
選
手
権（
８

　

水
泳
部
は
、
第
八
十
六
回
日

本
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

（
九
月
二
―
五
日
、
東
京
辰
巳

国
際
水
泳
場
）
で
、
男
子
天
皇

杯
を
制
し
、
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

男
子
天
皇
杯
は
こ
れ
ま
で
関
東

地
方
の
大
学
が
独
占
し
て
お
り
、

関
東
以
外
の
大
学
が
手
に
し
た

の
は
初
め
て
。

　

中
京
大
学
は
、
冨
田
尚
弥
選

手
（
体
育
３
）
が
百
ｍ
平
泳
ぎ
、

二
百
ｍ
平
泳
ぎ
、
四
百
ｍ
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー

に
出
場
し
て

い
ず
れ
も
優

勝
。
特
に
二

百
ｍ
平
泳
ぎ

は
今
季
世
界
第
二
位
の
２
分
８

秒
94
の
好
タ
イ
ム
で
他
を
圧
倒

し
た
。
伊
藤
健
太
選
手（
体
育

２
）
は
五
十
ｍ
自
由
形
と
四
百

ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
の
二
種
目

に
優
勝
、
末
永
京
香
選
手
（
体

育
１
）
も
四
百
ｍ
個
人
メ
ド
レ

ー
に
優
勝
し
た
。 

　

大
会
後
、
高
橋
繁
浩
・
水
泳

部
部
長
・
監
督
ら
が
、
梅
村
清

弘
総
長
・
理
事
長
に
男
子
天
皇

杯
獲
得
を
報
告
。
梅
村
総
長
・

理
事
長
か
ら
「
天
皇
杯
獲
得
は

大
変
名
誉
な
こ
と
。
健
康
に
留

意
し
て
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り

や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
を

受
け
た
。
冨
田
選
手
は
「
も
っ

と
練
習
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
て
い
た
。

　

陸
上
競
技
部
の
安
部
孝
駿
選

手（
体
育
１
）が
、
カ
ナ
ダ
・
モ

ン
ク
ト
ン
で
七
月
十
九
―
二
十

五
日
に
開
か
れ
た
第
十
三
回
世

界
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
で
、
男
子
四
百
ｍ
ハ
ー
ド

ル
に
出
場
し
、
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
。
記
録
は
自
己
新
の
49

秒
46
。
こ
の
種
目
の
銀
メ

ダ
ル
は
、
日
本
人
選
手
で

二
十
年
ぶ
り
と
い
う
快
挙

と
な
っ
た
。

　

市
川
華
菜
選
手（
体
育

２
）は
、女
子
二
百
ｍ
の
決

勝
に
進
出
し
、24
秒
09
で

八
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

短
距
離
種
目
で
決
勝
に
進

出
し
た
の
は
、日
本
人
女

子
で
初
め
て
だ
っ
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
は
、
第
三
十
四

回
総
理
大
臣
杯
全
日
本
大
学
サ

ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
七
月

四
―
十
日
、
大
阪
長
居
ス
タ
ジ

ア
ム
な
ど
）
に
、
東
海
地
区
代

表
で
出
場
し
、
準
優
勝
を

飾
っ
た
。

　

全
国
各
地
区
の
代
表
十
六
チ

ー
ム
が
参
加
。
二
年
ぶ
り
十
九

回
目
出
場
の
中
京
大
は
、
一
、

二
回
戦
と
も
逆
転
勝
ち
し
、
準

決
勝
で
は
国
士
舘
大
を
１
―
０

で
退
け
、
決
勝
に
初
進
出
し
た
。

　

駒
澤
大
と
の
決
勝
戦
は
、
中

京
大
が
前
半
に
先
制
す
る
中
京

ペ
ー
ス
で
進
ん
だ
が
、
後
半
終

了
間
際
に
２
―
２
の
同
点
に
追

い
つ
か
れ
た
。
延
長
戦
の
後
半

で
逆
転
を
許
し
、
惜
し
く
も
初

優
勝
を
逃
し
た
。

　

陸
上
男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の

室
伏
広
治
選
手
（
体
育
学
部
客

員
教
授
、
ミ
ズ
ノ
）
が
、
八
月

二
十
九
日
の
イ
タ
リ
ア
・
リ
エ

テ
ィ
国
際
、
九
月
一
日
の
ク
ロ

ア
チ
ア
・
ザ
グ
レ
ブ
国
際
の
両

大
会
で
、
連
続
し
て
優
勝
し
た
。

リ
エ
テ
ィ
で
は
今
季
世
界
最
高

の
80
ｍ
99
、
ザ
グ
レ
ブ
で
は
79

ｍ
71
を
記
録
し
た
。

月
26
―
29
日
、
青
森
）

榊
原
健
一
選
手（
体
育
１
）
イ

ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル
パ
ー
シ

ュ
ー
ト
７
位

全
日
本
選
手
権
バ
イ
ク
ト
ラ
イ

ア
ル
長
野
大
会（
５
月
30
日
、

長
野
）

柴
田
泰
隆
選
手
３
位

全
日
本
学
生
選
手
権
ピ
ス
ト
大

会（
７
月
３
―
４
日
、
長
野
）

中
根
英
登
選
手
･
榊
原
健
一
選

手
マ
デ
ィ
ソ
ン
２
位

新
体
操
部

全
日
本
学
生
選
手
権
（
８
月
15

―
17
日
、
青
森
）

植
野
慎
介
選
手
（
体
育
４
）
個

人
６
位

ダ
ン
ス
部

ALL JAPAN
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（
８
月
４
―
６

日
、
兵
庫
）

創
作
コ
ン
ク
ー
ル
部
門
『
表
現

の
中
核
と
な
る
動
き
の
発
見
に

対
し
て
お
く
ら
れ
る
特
別
賞
』

ラ
ー
ト

全
日
本
学
生
選
手
権
（
８
月
21

･
22
日
、
静
岡
）

井
出
翔
太
選
手
（
体
育
３
）
跳

躍
部
門
５
位
・
直
転
部
門
６
位

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

西
日
本
学
生
選
手
権
（
７
月
９

―
14
日
、
岡
山
）
準
優
勝

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

東
海
選
手
権（
６
月
６
日
、静

岡
）

加
納
亜
由
美
選
手
（
体
育
４
）

･
藪
下
裕
梨
選
手
（
体
育
３
）

一
般
の
部
優
勝

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

東
海
学
生
個
人
選
手
権（
８
月

18
・
19
日
、
愛
知
）

小
池
麻
実
選
手（
体
育
３
）優
勝

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
７
月

10
、
11
日
、
愛
知
）

花
井
奏
選
手
（
体
育
３
）
ソ
ロ

ト
ワ
ー
ル
（
大
学
部
門
）
ト
ゥ

ー
バ
ト
ン
（
大
学
一
般
部
門
）

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
（
女
子
シ
ニ

ア
）
の
３
部
門
で
優
勝

梅
村
総
長
・
理
事
長（
左
か
ら

２
人
目
）に
天
皇
杯
獲
得
を

報
告
し
た
冨
田
選
手（
総
長

の
右
）、高
橋
部
長
・
監
督（
右

端
）、草
薙
コ
ー
チ（
左
端
）

世
界
選
手
権
で
大
活
躍
し
た

安
部
選
手（
左
）と
市
川
選
手

準
優
勝
し
た
サ
ッ
カ
ー
部

体
育
会
所
属
ク
ラ
ブ
の

主
な
結
果（
七
│
九
月
）

ス
ポ
ー
ツ
の
記
録

国
際
大
会

全
国
大
会

西
日
本
大
会

東
海
地
区
優
勝

水
泳
部
が
男
子
天
皇
杯

冨
田
尚
弥
選　
　

手

３
種
目
で
優
勝

安
部
孝
駿
選
手
が
銀（
四 

百  

ｍ

ハ
ー
ド
ル

）

市
川
華
菜
選　
　

手

は
８
位（
二 

百  

ｍ

）

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
選
手
権サ

ッ
カ
ー
部
準
優
勝

全
日
本
大
学
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

日本 学 生
選 手 権

室
伏
広
治
選
手
が

国
際
大
会
２
連
勝
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